
◆ 今月の主な内容 ◆

・市長、市議会議長 新年のごあいさつ
・生き物観察会、SDGｓ学習の報告会を開催
・今月のお知らせ　ほか
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珠洲市長　新年のごあいさつ

珠洲市長  泉谷満寿裕

　
　
　
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
令
和
４
年

の
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
秋
に
開
催
い
た
し
ま
し
た「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭

２
０
２
０
＋
」に
は
、
約
４
９
、０
０
０
人
も
の
多
く
の
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
催
に
際
し
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
皆
様
に
、
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回

の
芸
術
祭
に
よ
っ
て
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
、
他
に
は
類
の
な
い
、

光
と
音
と
映
像
に
よ
る
劇
場
型
の
歴
史
民
俗
博
物
館「
ス
ズ
・
シ
ア

タ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」は
、
今
後
も
、
ツ
ア
ー
の
受
け
入
れ
や
週

末
を
中
心
に
公
開
す
る
な
ど
、
運
営
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
、
世
界
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
収
束
し
、
海
外

か
ら
の
観
光
が
回
復
し
た
際
に
は
、
珠
洲
市
の
大
き
な
財
産
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
現
状
を
打
破
し
、
珠
洲
市
が
大
き
く
前
に
進
む
た
め
に
は
、
さ

ら
な
る
変
革
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
珠
洲
市
の
魅

力
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
で
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
利
便
性
の
向
上
を
図
る
な

ど
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
活
力
あ
る
珠
洲
市
」
を
目
指
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
令
和
４
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
１
年
と
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
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珠洲市議会議長　新年のごあいさつ

珠洲市議会議長 寺井秀樹

　
　
　
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
市
民
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

日
頃
よ
り
、
市
議
会
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
珠
洲
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
を
広
く
聴
取
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
議
会

運
営
を
図
る
た
め
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

  

ま
た
、
市
内
各
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
議

会
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

  

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、
議
会
自
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
、
本
市
議
会
の
基
本
理
念
、
議
会
お
よ
び
議
員
の
活

動
原
則
等
の
基
本
的
事
項
を
定
め
た
珠
洲
市
議
会
基
本
条
例
の
目

的
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
か
議
論
を
重
ね
、
さ
ら
に
市
民
の

皆
様
に
分
か
り
や
す
く
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
取
り
組
み
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

  

本
市
最
大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
を
食
い
止
め
、
次
の
世
代

に
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
残
し
て
い
く
た
め
に
も
、
議
会
の
果

た
す
役
割
と
責
任
は
一
層
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

  

私
た
ち
は
今
後
も
、
責
任
世
代
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、

決
意
も
新
た
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
令
和
４
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
よ
り
良
い
１
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

明
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12
月
11
日（
土
）、珠
洲
の
里
山

「
生
き
物
観
察
会
」の
報
告
会
が

ラ
ポ
ル
ト
す
ず
で
行
わ
れ
、
市
内

小
学
校
の
３
・
４
年
生
が
学
校
近

く
の
水
田
や
ビ
オ
ト
ー
プ
な
ど
で

調
べ
た
生
き
物
観
察
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
開
会
あ
い
さ
つ
で

泉
谷
市
長
が
、「
豊
か
な
里
山
里

海
や
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
営
み

は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
生
き
物
が

い
る
こ
と
も
認
定
理
由
の
１
つ
で

す
」と
、
能
登
の
里
山
里
海
が
世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
か
ら

10
周
年
を
迎
え
た
こ
と
に
触
れ
、

「
こ
れ
ら
を
守
り
、
活
か
す
こ
と

で
、
珠
洲
の
農
産
物
や
海
産
物
の

価
値
が
高
ま
る
こ
と
に
つ
な
げ
た

い
」と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
国

が
佐
渡
島
以
外
で
の
ト
キ
の
放
鳥

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
に
も
触
れ
、

「
珠
洲
も
ト
キ
と
一
緒
に
住
め
る

地
域
と
し
た
い
」と
力
を
込
め
ま

し
た
。

　
次
に
、
市
自
然
共
生
室
の
宇
都

宮
研
究
員
が
調
査
全
体
の
概
要
を

説
明
し
ま
し
た
。

　
発
表
で
は
、
児
童
た
ち
が
地
域

の
農
家
の
み
な
さ
ん
の
協
力
の
も

と
、
生
き
物
観
察
を
し
た
成
果
を

元
気
に
伝
え
ま
し
た
。「
生
き
物

の
住
み
家
を
守
る
た
め
に
、
地
元

で
採
れ
た
お
米
を
食
べ
る
」、「
ゴ

ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
こ
と
な

ど
、
一
つ
一
つ
の
心
が
け
で
珠
洲

の
自
然
を
守
る
」な
ど
、
調
査
結

果
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
自
然
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
考
え
た
こ
と

ま
で
、
一
生
懸
命
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
力
農
家
の
み
な
さ

ん
は
、「
私
た
ち
も
気
が
付
か
な

い
事
が
あ
っ
て
感
心
し
ま
し
た
」、

「
こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
に
調

査
が
で
き
る
よ
う
協
力
し
ま
す
」、

「
１
人
で
も
多
く
珠
洲
で
農
業
に

就
い
て
く
れ
る
人
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

能
登

半
島
お
ら
っ
ち
ゃ
の
里
山
里
海
の

加
藤
理
事
長
が
、「
生
き
物
に
実

際
に
触
れ
て
分
か
る
こ
と
、
そ
こ

か
ら
整
理
し
考
え
る
こ
と
で
、
新

た
な
発
見
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
で
す
」と
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。

宝立小中学校 　ビオトープと田んぼで水温が全く違う
ことや、住んでいる生き物の種類を紹介。
ゲンゴロウは、同じ仲間のゲンゴロウが
天敵になるということ、ドジョウは、あ
ごについているひげで餌をさがし、味を
感じていることなどを紹介した後、生き
物を守るために取り組みたいことをそれ
ぞれ発表しました。

蛸島小学校
　ため池と田んぼで調査した結果を発表しました。近くの場所でも、ため池と
田んぼといった環境の違いによって、住んでいる生き物が違うことや、それぞ
れの生き物の特徴などを紹介しました。
　観察会を通して、田んぼは人間や生き物にとって大切な場所であることに気
がつくことができたと報告しました。

みさき小学校
　粟津地区にあるビオトープと直まき水田で調査を行い、見つけた生き物や、
何をエサにしているかを紹介しました。中でも、トンボについて詳しく調べ、
同じ時期にトンボの成虫と幼虫が生息していることを疑問に思い、調べた結果
を発表しました。
　これからも三崎地区で多くの生き物が見られるように、田んぼでお米作りを
続けてほしいと呼びかけました。

大谷小中学校
　田んぼと大谷川で調査したことを発表し、川は田んぼと違い、常に水が流れ
ていることから、田んぼには生息しない 19 種類の生き物を見つけたことを紹介
しました。
　また、いろいろな生き物の住み家になっている田んぼを減らさないためにでき
ることとして、地元で採れたお米を食べることが何よりも大切だと報告しました。

↑報告会の
様子はコチラ

上戸小学校
　直まきの田んぼと清水川で調査をした
児童たち。両方で 33 種類の生き物が確
認でき、共通の場所に生息していたのは
シオカラトンボだけだったと紹介しまし
た。
　生き物の生息場所には『綺麗な水』『エ
サとなる食べ物』『天敵から隠れる場所』
が大切だと発表しました。

飯田小学校
　飯田町で唯一の田んぼと若山川にどん
な生き物が住んでいるか調査した結果を
報告しました。
　アメンボの特徴や、川に生息するカニ
が田んぼでも発見ができたことを紹介し、
田んぼは多くの生き物の住みかになって
いるため、これからも大切にしていきた
いと締めくくりました。

若山小学校
　｢若山不思議だ～い発見｣ と題し、学
校近くの田んぼで調査した結果を報告。
　同じ田んぼでも直まきと田植えでは、
水を張る時期が違い、生き物の数も異な
ることについて、クイズを交えて発表し
ました。また、自然を大切にすることは、
生き物の育つ環境の改善につながってい
くと述べました。

直小学校
　直まき水田と一般的な水田に住む生き物の違いについて、自分たちの予想と
調べた結果の違いを発表し、直まき水田には幼虫がいないことなどを報告しま
した。
　観察会を通して田んぼへの理解が深まったことや、地元のお米を食べられる
ことに感謝しながら、田んぼを残し続けることの大切さを伝えました。

珠
洲
の
里
山
「
生
き
物
観
察
会
」

活
動
報
告
会
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正院小学校
　６月と９月に調べた田んぼと水路の違いを紹介。春から冬にかけて成虫にな
り、姿を変える生き物がいることや、水路には、水に流されにくい特徴を持っ
た生き物がいることを発表しました。
　ゴミのポイ捨てをしないといった行動の１つ１つが珠洲の自然を守っていく
ことにつながると呼びかけ、発表を締めくくりました。

能登ＳＤＧｓラボ
ホームページから
もご覧になれます
能登 SDGs ラボ 検索
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12
月
11
日（
土
）、珠
洲
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学

習
取
組
報
告
会
が
ラ
ポ
ル
ト
す
ず
で
行
わ

れ
、
市
内
小
学
５・
６
年
生
と
中
学
１
～
３

年
生
が
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心

に
行
っ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
吉
木
教
育
長
が
、

２
０
１
８
年
に
珠
洲
市
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
に
選
定
さ
れ
、
２
０
１
９
年
か
ら
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、

「
県
内
で
も
先
端
を
行
く
、
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
な
の
で
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
誇
り
を

持
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
び
を
深
め
る
良
い
機
会
に
し
て
く
だ
さ

い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
た
ち
は
、
地
域
の
人
た
ち

か
ら
学
ん
だ
珠
洲
の
魅
力
や
課
題
を
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
関
連
づ
け
て
捉
え
な
お

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
提
案
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
発
表
の
様
子
は
動
画
配
信
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
思
い
、
そ
の
未
来
を
真
剣
に

考
え
る
頼
も
し
い
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

珠
洲
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習

取
組
報
告
会

上戸小５・６年生 宝立小中５・６年生

森林保全活動などを通し、豊かな自然
には必ず人が関わっているということ
が分かった。住み続けられるまちづく
りのために、地域の人と協力したい。

飯田小５年生

海岸清掃に取り組む人の話を聞き、
物を大切に使う、捨てる前にリサイ
クルできないか考えることに取り組
みたい。

飯田小６年生

移住者へのインタビューから、珠洲
の強みや問題点はつながっているこ
とが分かった。多面的な取り組みや
自分たちができることを考えたい。

直小５年生直小６年生

珠洲を「住み続けられるまち」にする
ため地域の声を聞いた。「差別・偏
見を無くす」「祭りを伝える」など自
分たちができることに取り組む。

正院小５・６年生

世界農業遺産に認定された珠洲の良
さはＳＤＧｓにつながる。S（正院）D

（大好き）G（がんばる）S（ズ）として、
「正院小子ども宣言」を発信していく。

若山小５・６年生

みさき小５・６年生大谷小中５・６年生

移住した方などに珠洲の良さを聞き、
珠洲の魅力を活かしたまちづくりの
ための解決策を考えたり、魅力を発
信するパンフレットを作成したい。

緑丘中１年生緑丘中２年生

珠洲の人・文化・観光資源とつながる中
で、珠洲の良さは「変わらないものがあ
ること」だと分かり、それを守るために

「何を変えていくのか」を今後提案する。

蛸島小５・６年生

地元漁師さんや花王株式会社から海
を守る取り組みを聞き、エコバッグ
を使うなど自分たちにできることを
提案し、今後、発信をしていく。

宝立小中７・８・９年生

緑丘中３年生

三崎中３年生大谷小中７・８年生
▲報告会の
様子はコチラ

▲能登ＳＤＧｓラボ
ホームページからも
ご覧になれます
能登 SDGs ラボ 検索

海上体験・海岸清掃・能登里海教
育研究所での海洋ごみ問題の学習
などを通して、珠洲の豊かな海を
守りたいと思った。

田植え・稲刈り、アサギマダラ観察、
ゴミ問題、トキ学習などを通じ、豊
かな環境作りの大切さを多くの人に
広めていく活動をしたい。

ＳＤＧｓ目標に関し、里海、里山、
電動マウンテンバイクを使った宝立
三大スポットを巡るツアー作成の３
チームの報告や今後の取組を発表。

各小学校でのＳＤＧｓ取り組み交流、
地域での体験活動、花王株式会社と
の協働で、ＳＤＧｓ学習について私
たちにできることを模索した。

15 年後の鉢ヶ崎の風景を創造する
全６回のワークショップを通し、珠
洲の課題克服・魅力や資源の活用を
した『未来の鉢ヶ崎』を提案する。

農業から珠洲の未来を考え、農家と大
学を結び、スマート農業を導入するた
めの「宿泊農業プラン」を提案。課題は
より珠洲らしさを加える工夫が必要。

観光と地域の人口をテーマに学習。
住み続けられる自慢のふるさとのた
めに、大谷の魅力を伝えるパンフ
レットやＣＭの作成を行っている。

普段から見守り、支えてくれる地域
の高齢者のために、住みやすいまち
を作りたいと考え調査を実施。今後
そのための提案をしたい。

若山の歴史調べや、地域の 144 人の
みなさんに聞いた若山の魅力や課題
を通し、若山町が 100 年続くための
ヒント＝お宝を探していきたい。

【講評】大人でも、「こ
のゴールに貢献しま
した」で終わること
のあるＳＤＧｓに対
して、みなさんはさ
まざまな発見や提案
があり、感動しまし
た。今後はぜひこの素晴らしい学びを
発信してほしいです。
国連大学サステイナビリティ高等研究
所いしかわ・かなざわオペレーティン
グユニット　永井三岐子　事務局長

広報すず  2022.1　6  
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新型コロナワクチン接種について
　市内での新型コロナワクチン３回目接種が始まります。対象
は、２回目接種を終了した日から、原則８か月以上経過した
18 歳以上の方です。医療従事者、高齢者福祉施設などの従事者・
入所者は２回目接種から６か月経過後、また、一般の高齢者に
ついては７か月経過後に接種することができます。
　対象の方には、順次接種券を発送しています。スケジュール
は下記のとおりです。

市から個人あてに、
●ご案内 
●接種券が印字された  
　予診票・予防接種済証
●申し込み用はがき
を郵送します。

※珠洲市総合病院を希望した場合

※市内のクリニック・医院を
　希望した場合

■申し込み方法

1 はがきに、接種を希
望する医療機関を選択し、
ポストへ投函してくださ
い
※できるだけ案内が届いた月の
月末までに投函し
てください

2 後日、接種日をご案内します

➡接種日の約１週間前に予約票を送付
します。案内が届くまでお待ちください。

➡はがきに記入した電話番号に、後日、
希望したクリニック・医院から接種日案
内の連絡があります。

■接種スケジュール
２回目接種を受けた時期　

令和３年３～４月　　　　　  　➡
　  〃　  ５月   １日～ 31 日　　➡
　  〃　  ６月   １日～ 30 日　　➡
　  〃　  ７月   １日～ 31 日　　➡
　  〃　  ８月   １日～ 15 日　　➡
　  〃　  ８月 16 日～　         　➡

３回目接種の目安　
令和３年 12 月～
令和４年１月 24 日～
　  〃　  ２月～
　  〃　  ３月～
　  〃　  ４月～
　  〃　  ４月以降順次

➡
➡
➡
➡
➡
➡

接種券発送予定時期
令和３年 11 ～12 月（発送済）
　  〃　   12 月 20 日（発送済）
令和４年   １月 17 日頃
　  〃　     ２月 15 日頃
　  〃　     ３月 15 日頃
　  〃　     ４月    １日以降順次

■接種するワクチン
　１・２回目で使用したワクチンの種類にかかわらず、「ファイザー社製」または「武田 / モデ
ルナ社製」を使用します（ともに mRNA ワクチン）。
　なお、２月は「武田 / モデルナ社製」、３月以降は「ファイザー社製」ワクチンを使用する予
定です。

※初回接種で使用したワクチンと異なるワクチンを使用（交互接種）することの効果や安全性を評価した米
国の研究によると、交互接種を伴う追加接種の抗体価の上昇は良好であること、また、副反応に関しても、
初回接種で報告されたものと同程度であり、交互接種と同種接種で差がなかったと報告されています。

【厚生労働省ホームページより】

3

■接種場所
　市内医療機関（珠洲市総合病院、あいずみクリニック、小西医院、田中クリニック、なかた
に医院、みちした内科クリニック）

■２回目接種後に珠洲市に転入された方へ
　２回目接種完了後に珠洲市に転入された方は、３回目接種券の発行申請が必要
です。１・２回目の接種済証を持参し、健康増進センター窓口で発行の申請をし
てください。
　※申請書は市ホームページからもダウンロードできます。

■今後１・２回目接種を希望される方へ
　これから１回目の接種を希望する方は、下記専用ダイヤルまでご連絡ください。

■ワクチンパスポートのデジタル化について
　これまで新型コロナワクチンの接種証明書は、紙による申請・交付を行っていましたが、
12 月 20 日からスマートフォン上の専用アプリからも申請・取得が可能となりました。
　また、デジタル化に伴い、海外渡航用に限定せず、国内利用のための発行も可能となりま
した。
　なお、電子申請にはマイナンバーカードが必要です。マイナンバーカードを所持していな
い方や、スマートフォンを持っていない方は、これまで通り、健康増進センター窓口での申
請により、紙によるワクチン接種証明書の発行を受けることができます。
※日本国内での接種証明については、「接種済証」や「接種記録書」も、引き続き証明書としてご利用いただけ
ます。

■問い合わせ　 【受付時間　午前９時から午後５時まで（土・日・祝日を除く）】
　　珠洲市新型コロナワクチン接種専用ダイヤル　
　　☎０７６８（８２）５０６７

▲アプリの
情報はこち
らから

■接種当日の持ち物・服装
接種券が印字された

「予診票」 「予防接種済証」 「本人確認書類」
マイナンバーカード、

運転免許証、
健康保険証など

＋

「肩を出しやすい
服装」

＋ ＋

※接種券が印字された「予診票」は、会場での再発行はできないため、忘れた場合は
ワクチン接種を受けることができません。必ずお持ちください。

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ
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珠洲市子育て世帯への
臨時特別給付金

申請が不要な方

平成 15 年 4 月 2 日から令和 4 年 3 月 31 日までに生まれた児童
  ■対象児童

令和３年 12 月 24 日（金）に
振り込みました。

申請が必要な方 下記の方は、令和４年３月 31 日（木）
までに申請してください。

児童 1 人当たり　一律 10 万円
  ■支給額

①対象児童のうち、高校生のみ養育している方
　（令和 3 年 9 月 30 日時点で本市に住所を有する方に限る）
②公務員で令和 3 年 9 月分の児童手当を受給している方
　（令和 3 年 9 月 30 日時点で本市に住所を有する方に限る）
③令和 4 年 3 月 31 日までに生まれた児童手当の支給対象児童の保護者の方

申請が必要な方

※①～③とも、保護者（父母のうち所得の高い方）の所得が制限限度額以上の方は除かれ
　ます。詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、下記まで問い合わせください。

■申請方法
　申請書に振込先口座などを記入し､ 下記の必要書類とともに市
役所の窓口に直接､ または郵送でご提出ください。

〒 927-1295　珠洲市上戸町北方 1-6-2
福祉課子育て支援係（市役所１階５番窓口）　☎（８２）７７４７

  ■問い合わせ・申請先

珠洲市灯油あったか支援事業
　原油価格高騰で灯油価格が大幅に値上がりしています。市では、冬期間における下記の世帯
の負担軽減を図るため、灯油助成券を交付します。
■対象世帯　令和 3 年 12 月 1 日（水）において本市に住所があり、次のいずれかに該当する世帯
　◎市民税非課税世帯　　◎市民税均等割のみ課税世帯　　◎生活保護受給世帯　　
　◎ひとり親世帯のうち、児童扶養手当受給世帯およびひとり親家庭医療費受給世帯
　　※社会福祉施設などに入所している世帯、未申告者のいる世帯は除きます
　　※上記のうち、令和３年１月２日から 12 月２日までの間に転入された世帯は、申請が必要です。申請書とともに課税・非課税
　　　証明書、本人確認書類を添付し下記まで申請してください（申請書類は、珠洲市ホームページからダウンロードできます。）

■助成金額　1 世帯当たり　5,000 円
　1 枚 500 円の助成券 10 枚綴りを 1 月上旬に対象世帯に送付します。
■利用方法　市内の灯油販売店のみで利用できます。灯油を購入する際に、
　助成券を販売店に提出してください。

　■問い合わせ　福祉課高齢者支援係  ☎（８２）７７４９　

■対象者　令和３年５、６、８、９月のいずれか（以下、「対象月」）に、下記の1または2に該当した事業者
　1「国の月次支援金」を受給した事業者
　2「国の月次支援金」の対象となる業態であって、令和元年または令和２年の対象月比の事業収入が
　　 30 パーセント以上減少した事業者

申請期限は１月 31 日（月）までです

まずはご相談
ください！

　石川県内で「まん延防止等重点措置」が適用された、令和３年５、６、８、９月において経営が
悪化した市内の中小法人および個人事業者等を支援するため、新たな支援金事業を実施してい
ます。

■給付限度額
　◎中小法人等　　➡　１か月あたり上限１０万円（最大３か月分、３０万円）
　◎個人事業者等　➡　１か月あたり上限　５万円（最大３か月分、１５万円）

■申請期間　１月 31 日（月）まで

珠洲市経営持続月次支援金事業 

　■問い合わせ　産業振興課商工振興・企業誘致係　☎（８２）７７７５

■そのほか
　対象となる業態や、給付額の計算方法、支給要件など、詳しくは広報すず
2021 年 11 月号や珠洲市ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせ
ください

※申請書類は、珠洲
市ホームページから
もダウンロードでき
ます。

■必要書類
　【受取口座を確認できる書類（通帳など）】　…　支給対象者①、②、③の方
　【児童手当（公務員は９月分）を受給していることがわかる書類（支払通知書、給与明細書、その他証明書など）】
　…　支給対象者②、③の方
　※上記の他、児童と同居されていない方など、本市で所得の確認ができない方は、令和３年度課税証明書（父母両方）や住民票を求
　　める場合があります。

■申請期間　令和４年 1 月４日（火）～３月 31 日（木）まで



13　広報すず  2022.1 　 2022.1  広報すず　12

～ 詰まった時の対処法 ～

●咳をしている場合
は本人に強い咳をさ
せる
●背中の真ん中を平
手で何度もたたく
●口の中へはむやみ
に指など入れず、見
えるものだけを取り
除く

反応（意識）あり 反応（意識）なし
●ただちに 119 番通
報！ 心肺蘇生法を行
う（心臓マッサージだ
けでも良い）
※親類や近所の人へ
の相談で、通報が遅
れる事例が多くあり
ます。１分１秒を争
う の で、 た だ ち に
119 番通報を！

おもちが詰まったら迷わず
119番通報を！

●ひと口サイズに小さく切る
●お茶や汁物などの水分と一緒に食べる
●ゆっくりとかむ
●口に入れたまま会話しない
●何かをしながら食べない
●飲み込むときは意識を集中して、ゆっくり飲み込む
●できるだけ家族や知人など複数の人と一緒に食べる
●酒にひどく酔った状態で食べない　など

　高齢者や介護を必要とする人は、おかゆなど流動食
に近い食べ物でも窒息を起こすことがあります。また、
窒息時に掃除機で吸い出そうとすると、症状が悪化し
たり感染症を引き起こすこともあるのでやめましょう。
食事の際は目を離さないよう注意してください。

～ 事故を防ぐポイント ～

■珠洲消防署　☎（８２）０２４７ 　緊急時は迷わず ☎（１１９）へ

【自宅の前は、自分で除雪を！】
◎除雪車が通った後には押し寄せられた雪がどう
しても残ってしまいます。可能な限り、雪のかた
まりが残らないように努めていますが、沿道の一
軒一軒の出入口の除雪や、各ご家庭の生活時間に
あわせた作業を行うことはできませんので、玄関
先や車庫前はみなさんで雪の処理を行っていただ
くよう、ご理解とご協力をお願いします。
　また、雪かきが困難なお年寄りのみの世帯など
では、近所のみなさんで雪かきを行うなど、地域
ぐるみでの除雪をお願いします。
《道路の除雪に関すること》
■環境建設課　☎（８２）７７５７
※夜間、休日は、☎（８２）２２２２まで連絡してください

　みなさんの道路交通の安全を確保し、安心して冬を
過ごすために、次のことにご理解とご協力をお願いし
ます。

除雪についてのお願い

◎玄関先の除雪など、お年寄りのみの世帯や自
力で行うことが困難な場合は、作業のお手伝い
などのご相談を下記で受け付けています。
　ただし、有料の場合や、時間を要する場合も
ありますので、ご理解をお願いします。

《玄関先の除雪に関することは…》
■シルバー人材センター（有料）
☎（８２）６８８６
■社会福祉協議会

（除雪ボランティア） 
☎（８２）７７５１
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に
巻

き
付
け
る
も
の
の
３
種
類
に
大
き

く
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
正
確
さ
は
お
お
む
ね
①
➡
②
➡

③
の
順
、
そ
の
分
大
き
さ
も
①
➡

②
➡
③
の
順
で
す
。
予
算
や
設
置

場
所
に
合
う
も
の
を
探
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

家
庭
血
圧
の
記
録

　
血
圧
の
記
録
は
、
血
圧
手
帳
が

便
利
で
す
。
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

と
公
民
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
記
録
時
、
極
端
に
血
圧
が
上
下

し
て
い
た
場
合
は
、
血
圧
手
帳
の

メ
モ
欄
に
生
活
上
の
変
化（
飲
み

会
、
外
食
、
夜
勤
な
ど
）も
記
載

し
ま
し
ょ
う
。

血
圧
測
定
の
注
意
点

①
血
圧
が
希
望
の
値
に
な
る
ま
で

何
回
も
測
定
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
家
庭
血
圧
は
、
生
活
習
慣
の
修

自分の健康は自分で守る
シリーズ血圧について2

家庭血圧
～メリットと測定方法～

家庭血圧の測定方法
■タイミングと条件　１日２回（朝と晩）
　朝 ➡ 起床後１時間以内で排尿後、朝食・服薬前
　晩 ➡ 就寝前
■回　　　数 原則２回測定し、その平均をとり
ましょう（１回のみでも可）。
※２回測定した場合は、２回とも値を記録しましょう

■ポ イ ン ト ①イス（できれば背もたれ有）に
座って１～２分の安静後に測定する　②血圧計を
巻く場所は心臓と同じ高さにする　③測定前に喫
煙、飲酒、カフェイン摂取をしない　④静かで、
適当な室温の部屋で測定する

※暖房の無い寒い部屋での測定は、血圧が高くなるため、室
温にも注意しましょう。
※測定値から、自己判断で降圧薬の中止・増減をしてはいけ
ません。必ず医療機関に相談してください。

ご活用ください！ 「○○○○○○○」
　受診時には、自身の症状や HbA1c が分かる検査結果があると、よ
りよい判断につながります。そこで、検査結果や経過などが確認でき
る「○○○○○○○」をご活用ください。
ヒント：「シリーズ糖尿病」令和２年 10 月号の記事の中に答えがあ
ります。

　昨年度の広報すず 10 月号～２月号（2020 年 10 月号～ 2021 年２月号）掲
載の「シリーズ糖尿病」の記事で、血糖コントロールのための取り組みのヒント
や、気になる合併症について紹介しています。あらためて読んでいただき、糖
尿病・合併症予防に役立ててみませんか。
　お手元に過去の広報がない方は、珠洲市ホームページで公開していますので
ぜひご覧ください。また、健康増進センター窓口にも、「シリーズ糖尿病」の記
事を設置しています。

「
糖
尿
病
」

冬
こ
そ
気
を
つ
け
た
い

食事の機会増 寒さ運動不足

　
糖
尿
病
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
と
い

う
ホ
ル
モ
ン
が
十
分
に
働
か
な
い

た
め
に
、
血
糖
値（
血
液
中
の
ブ

ド
ウ
糖
の
濃
度
）が
高
く
な
る
病

気
で
す
。

　
血
糖
値
が
何
年
間
も
高
い
ま
ま

放
置
さ
れ
る
と
、
血
管
が
傷
つ
き
、

将
来
的
に
目
や
腎
臓
、
神
経
な
ど

の
細
い
血
管
に
障
が
い
が
起
き
た

り
、
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
脳
卒
中

や
心
筋
梗
塞
の
発
症
リ
ス
ク
の
増

加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
合
併
症
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
血
糖
値
を
で
き
る
限
り
正

常
域
に
近
づ
け
、
良
好
な
状
態
を

維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
指
標

は
、HbA1c

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・

エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）と
い
う
検
査
値

で
、
下
記
の
と
お
り
５・
５
以
下

が
正
常
域
と
な
り
ま
す
。

5.5 5.6 6.4 6.5 6.9 7.0

正常域 境界域

99 100 125 126

HbA1c（％）

空腹時血糖値
（ml/dl）

糖尿病域

健
診
結
果
を

チ
ェ
ッ
ク
！

冬は、
血糖値が
乱れがち

来月は「糖尿病と歯の関係」についてお伝えします。

食事で摂取した糖の７割は「筋
肉」で消費されます。運動不足
による筋力の低下で高血糖に。

クリスマス、正月、忘年会、新年
会…。食べ過ぎにより肥大化した
内臓脂肪が血糖調整を阻害します。

寒さがストレスホルモン「コルチ
ゾール」の分泌につながり、イン
スリンの働きを阻害します。

「シリーズ糖尿病」を見て、予防しましょう！

　答えが分かった方は、ハガキに必要事項を記入のう
え、下記までお送りください。正解された方にはすて
きなプレゼントをお送りします（１月 14 日消印有効）
①クイズの答え　②住所　③氏名　④糖尿病特集記事
についての感想や要望
■あて先　〒 927-1214　珠洲市飯田町５－９　珠洲
市健康増進センター　☎（８２）７７４２

「シリーズ糖尿病」の記事を読んで答えよう！プレゼントクイズ！
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珠洲市職員を募集します
  求む！あなたの力が必要です！

（１）～（２）の問い合わせ・書類提出先
■〒９２７・１２９５（住所記載不要）
珠洲市総務課行政管理係   ☎（８２）７７１１

③会計年度任用職員

■受付期間　１月 21日（金）まで

■採用予定日　令和４年２月１日（火）
■業務内容
・税務課配属…１人程度
　税務課窓口における証明書などの発行、手数料の収受、税務
相談時の案内業務、出納室における伝票取扱い業務
・企画財政課配属…１名程度
　企画財政課におけるバスチケット取扱い業務、自然共生ポイ
ント取扱い業務、各種相談時の案内業務

（１）一般行政事務補助員
       （障がい者手帳所有者　２人程度）

■受付期間　１月４日（火）～26日（水）

■採用予定日　令和４年４月１日（金）

■業務内容　市庁舎での一般事務補助、窓口・電話応
対の補助、パソコンによる資料作成や整理など

（２）一般行政事務補助員  ５人程度

■受付期間　１月４日（火）～28日（金）
■採用予定日　令和４年４月１日（金）
■応募資格　　①普通自動車運転免許を持ち、自家用
車を持っている　②基本的なパソコン操作ができる

（ワードやエクセルなど）　③心身ともに健康で、公
民館の生涯学習活動や管理運営に意欲がある

（３）日置公民館主事　１人程度 （４）放課後子ども教室支援員 １人程度
■受付期間　１月４日（火）～28日（金）
■採用予定日　令和４年４月１日（金）
■応募資格　　①普通自動車運転免許を持ち、自家用
車を持っている　②心身ともに健康で、教職員や小
学生と良好な関係を築きコミュニケーションをとれ
る

（５）市民図書館司書　１人程度
■受付期間　１月30日（日）まで　
■採用予定日　令和４年４月１日（金）
■応募資格　　①現に司書の資格を有する、または令
和４年３月までに資格取得見込みである　②普通自
動車運転免許を持っている　③基本的なパソコン操
作ができる（ワードやエクセルなど）

（３）～（４）の問い合わせ・書類提出先
■〒９２７・１２９５（住所記載不要）
珠洲市教育委員会事務局　生涯学習係
☎（８２）７８２６

（５）の問い合わせ・書類提出先
■〒９２７・１２１３　珠洲市野々江町ユ部１番地５
珠洲市教育委員会事務局　図書サービス係
☎（８２）３３７７

下記（１）～（６）全て、まずは珠洲ハローワーク求人情報コーナー（珠洲市
地域職業相談室）☎（８２）０１５７に連絡し、各職種の申込先に応募してく
ださい。また、履歴書には顔写真（３か月以内に撮影したもの、脱帽・正面
向き・上半身像）を貼ってください。

■応募方法

① 行政職
■受付期間　１月４日（火）～26日（水）

■採用予定日　令和４年４月１日（金）

■募集職種
・行政事務Ｓ（司書）…１人程度
　平成３年４月２日以降に生まれた人で、現に司書の資格を有
する人、または令和４年３月までに資格取得見込みの人

・保健師　…１人程度
　平成３年４月２日以降に生まれた人で、現に保健師の免許を
有する人、または令和４年３月までに免許取得見込みの人

・社会福祉士　…１人程度
　昭和 61 年４月２日以降に生まれた人で、現に社会福祉士の資
格を有する人、または令和４年３月までに資格取得見込みの人

■応募方法　下記を持参または郵送してください
●申込書（顔写真添付）　●履歴書（顔写真添付）　
●受験資格に必要な免許または資格証明書の写し
※顔写真は、３か月以内に撮影した写真を貼ってください
  （縦４cm、横３cm、脱帽、正面向き上半身）
※受験申込書は、市役所総務課にて交付するほか、ホームページ
　からもダウンロードできます
※履歴書は申込書と同時に渡します
■試験日　２月６日（日）　珠洲市役所にて

問い合わせ・書類提出先
■〒９２７・１２９５（住所記載不要）
珠洲市総務課行政管理係   ☎（８２）７７１１

②医療職
■受付期間　１月４日（火）～31日（月）

■採用予定日　令和４年４月１日（金）

■募集職種
・看護師　…２人程度　・薬剤師　…１人程度
　昭和 46 年４月２日以降に生まれた人で、現に免許を有する
人、または令和４年３月までに免許取得見込みの人

・臨床工学技士　…１人程度
　昭和 46 年４月２日以降に生まれた人で、現に免許を有し、
臨床工学技士の経験を有する人

・作業療法士　…１人程度
　昭和 61 年４月２日以降に生まれた人で、現に免許を有する人、
または令和４年３月までに免許取得見込みの人

・診療放射線技師　…１人程度
　昭和 56 年４月２日以降に生まれた人で、現に免許を有する人、
または令和４年３月までに免許取得見込みの人

■応募方法　下記を持参または郵送してください
●申込書（顔写真添付）　●履歴書（顔写真添付）　
●受験資格に必要な免許または資格証明書の写し
※顔写真は、３か月以内に撮影した写真を貼ってください
  （縦４cm、横３cm、脱帽、正面向き上半身）
※受験申込書は、市役所総務課・市総合病院にて交付するほか、
　ホームページからもダウンロードできます
※履歴書は申込書と同時に渡します
■試験日　２月 15 日（火）　珠洲市総合病院にて
※試験は、作文試験と面接を実施

問い合わせ・書類提出先
■〒９２７・１２９５（住所記載不要）
珠洲市総務課行政管理係   ☎（８２）７７１１

■受付期間　１月４日（火）～31日（月）

■採用予定日　令和４年４月１日（金）

■募集職種
・医師事務作業補助者　…１人程度
　（業務内容：電子カルテなど診療記録への代行入力、診断書
　 や診療情報提供書など医療文書の作成代行など）

問い合わせ・書類提出先
■〒９２７・１２１３　野々江町ユ部 1番地 1
珠洲市総合病院事務局   ☎（８２）１１８１

（６）医師事務作業補助者　１人程度、一般事務補助員　２人程度
・一般事務補助員　…２人程度
　（業務内容：来院患者などの応対・電話応対、救急患者受付、
　 新患受付業務、会計業務など）

※職員募集に関する受付は、平日８時 30 分～17 時 15 分です。また、土・日・祝日は受付を行っ
　ておりません（珠洲市民図書館の受付時間は 9 時～18 時 30 分で、月・祝日が休館日です）
※郵送で応募する場合は簡易書留にて各締切日必着のこと
※次に該当する場合は受験できません　
　①日本国籍を有しない人　②地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する人
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●
は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
、
区
長
の
み
な
さ
ん

と
市
長
と
の
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

●
地
震
が
頻
発
し
て
お
り
、
心
配

だ
　

金
沢
気
象
台
に
よ
る
と
、
４
か

所
の
震
源
で
ま
ん
べ
ん
な
く
発
生

し
て
い
る
が
、
内
陸
で
発
生
す
る

分
に
は
津
波
の
心
配
は
な
い
。
一

定
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
放
出
さ
れ

れ
ば
終
息
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
の
量
な
の

か
わ
か
ら
な
い
。

　

ま
た
、
震
度
５
弱
と
５
強
で
大

き
な
違
い
が
あ
り
、
震
度
５
強
が

発
生
し
た
ら
、
そ
の
先
数
か
月
は

雨
が
降
っ
た
時
に
土
砂
災
害
警
報

の
発
出
が
早
く
な
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
災
害
発
生
時

に
備
え
、
家
具
の
固
定
、
避
難
路

の
確
認
、
非
常
持
ち
出
し
袋
の
確

認
な
ど
を
し
て
ほ
し
い
。

●
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て（
聞
こ

え
づ
ら
い
場
合
の
対
応
、
戸
別
受

信
機
な
ど
）

　

ど
う
し
て
も
聞
こ
え
づ
ら
い
と

こ
ろ
は
戸
別
受
信
機
を
配
布
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
、
希
望
が
あ
れ
ば

１
万
円
で
貸
与
し
て
お
り
、
現
在

１
３
０
軒
ほ
ど
に
お
渡
し
し
た
。

　

防
災
行
政
無
線
と
同
じ
情
報
を

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る「
防
災

メ
ー
ル
」を
勧
め
て
い
る
。

　

危
機
管
理
室
で
登
録
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
集

ま
り
な
ど
で
の
対
応
も
し
て
い
る

の
で
活
用
し
て
ほ
し
い
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目

の
接
種
に
つ
い
て

　

２
回
目
接
種
か
ら
８
か
月
経
過

し
た
人
に
、
順
次
案
内
を
し
、
１
月

24
日
か
ら
始
め
る
。
国
の
動
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
効
率
よ
く
、
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
工
夫
す
る
。

●
ご
み
に
つ
い
て（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
分
別
や
海
岸
漂
着
ご
み
の

回
収
）

　

現
在
、
家
庭
ご
み
は
奥
能
登
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
固
形
燃
料
化

し
、
志
賀
町
に
持
っ
て
行
っ
た
後
、

焼
却
し
、
発
電
し
て
い
る
が
、
こ

の
仕
組
み
は
、
令
和
４
年
度
末
で

終
了
と
な
る
。
令
和
５
年
度
以
降

は
、
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
焼
却
炉
で
直
接
焼
却
す
る
こ
と

と
な
る
が
、
今
後
、
国
の
基
準
に

沿
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
取

り
扱
い
が
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。

詳
細
が
分
か
り
次
第
、
み
な
さ
ま

に
周
知
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

海
岸
漂
着
ご
み
は
、
行
政
と
地

市
政
懇
談
会
を
開
催

11
月
９
日
か
ら
12
月
９
日
に
か
け
て
、
市
内
10
地
区
で「
市
政
懇
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
会
場
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
質
問
と
、
そ
の
回
答
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

域
の
み
な
さ
ん
で
お
互
い
に
協
力

し
て
対
応
す
る
し
か
な
い
。
環
境

建
設
課
に
事
前
に
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
、
み
な
さ
ん
が
集
め
た
漂
着

ゴ
ミ
を
回
収
す
る
。
少
し
で
も
効

率
よ
く
で
き
る
よ
う
に
連
携
し
て

い
き
た
い
。

●
空
き
家
に
つ
い
て

　

危
険
空
き
家
は
環
境
建
設
課
が

現
地
確
認
し
て
指
定
し
て
お
り
、
２

分
の
１
補
助（
上
限
50
万
）の
補
助

金
を
使
っ
て
除
却
す
る
人
も
い
る
。

　
空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
が
あ
る
。
移
住

希
望
者
は
、
賃
貸
物
件
を
希
望
す

る
場
合
が
多
い
が
、
売
買
物
件
の

登
録
が
多
く
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ

る
。
市
と
し
て
空
き
家
を
所
有
者

か
ら
長
期
契
約
で
借
り
て
改
修
し
、

賃
し
出
し
て
い
る
物
件
が
３
件
あ

り
、
民
間
ベ
ー
ス
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
活
用
の
動
き
が
あ
る
が
、
基
本

的
に
は
老
朽
化
し
て
い
な
い
こ
と

が
前
提
で
あ
り
、
傷
み
の
少
な
い

空
き
家
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し

た
い
。

●
無
料
バ
ス
に
つ
い
て（
運
行
日
や

待
合
所
の
変
更
は
可
能
か
）

　

運
行
す
る
時
間
帯
や
曜
日
は
制

約
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
り
、
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
皆
様

の
要
望
す
べ
て
に
お
応
え
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
年
々
地
域
の
状
況
も
変

化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
本
格
運
行
開
始
後
も
、
運

行
を
継
続
し
な
が
ら
地
域
の
実
情

や
ニ
ー
ズ
に
極
力
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
運
行
日
や
ダ
イ
ヤ
、
ル
ー

ト
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
範
囲
で

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

防災メール

上 記 QR を 読 み 込 ん で
登録してください。ご不
明な点は危機管理室☎

（８２）７７２５まで

▲空き家の情報は、珠洲発・暮らしのウェブマガジン「すっとずっと」に
掲載しています

　令和３年秋の叙勲伝達式が市役所で行われ、泉谷
市長から野田健一さん（宝立町）に、瑞宝単光章が伝
達されました。

野田健一さん瑞宝単光章を受章
長年、消防団活動にご尽力

11
29

　野田さんは、昭和 49 年から平成 26 年まで 40 年間の長きにわたり、珠洲市消防団員として市民の生命と財産を
守るためにご尽力されました。この間、平成 15 年には珠洲市消防団鵜飼分団分団長に就任。平成 22 年には、同分
団を石川県消防操法大会ポンプ車操法の部で優勝に導くなど、後進の育成と地域の防災力向上にご貢献されました。
野田さんは「消防団員のみなさん、地域のみなさんのご支援のたまものです。心から感謝申し上げます」とお礼を述
べました。

　12 月４日から 10 日は人権週間。６日にはショッピングプ
ラザ・シーサイドで、泉谷市長、金沢地方法務局輪島支局石田
支局長、輪島人権擁護委員協議会珠洲部会のみなさんが、誰
もが安心して自分らしく暮らせる社会の実現に向け、買い物
客に人権の大切さを呼び掛けました。

「みんなで築こう 人権の世紀」
人権啓発キャンペーン

12
6

　野菜を育てて食べるまでの体験や思い出をもとに
描いた絵画作品を募集した「令和３年度農業体験事
業絵画展」の表彰式が産業センターで行われました。
　入賞したのは次のみなさんです（敬称略）。
●最優秀賞　瀬戸谷結芽（飯田小２年）　
●優秀賞　谷内茉子（上戸小４年）、後谷陸斗（大谷
小中２年）
●佳作賞　薮田樹愛（宝立小中５年）、石尾直己（若
山小２年）、濱野竜佑（直小３年）、番匠衣乃里（正
院小３年）、長松実優（蛸島小４年）、前根心優（み
さき小３年）

野菜を育てて収穫の感動を絵に
農業体験事業絵画展表彰式

12
16

　インタビューに応える、最優秀賞の瀬戸谷さん。左は最
優秀作品「はっぱに穴があいたブロッコリー」。収穫の喜び
や満足感が表情豊かに描かれ、葉に穴が空いている様子な
ど、細かく丁寧に描きこまれている。

▲
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　明治元年 (1867 年 ) 旧幕府軍の軍艦開陽丸が暴風雪によって江差沖
に沈没した 11 月 15 日、町内ホテルにおいて「開陽丸を語る会」講演
会が開催されました。
　この語る会は毎年この日に開催されており、世界最新鋭の軍艦であっ
た開陽丸の残した歴史を風化させず後世に正しく受け継いでいくこと
を目的に開陽丸友の会が企画しています。
　今回は、江差町出身で現在、函館碧血会の木村裕俊氏を講師に、「榎
本武揚の一分」と題され、開陽丸友の会の会員など 37 名が開陽丸、
そして旧幕府軍を指揮した榎本武揚の生涯について理解を深めました。

開陽丸を語る会講演を開催

　
申
告
相
談
や
税
務
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

▽
期
間　
２
月
16
日（
水
）～
３
月

15
日（
火
）

▽
時
間　
平
日
９
時
～
16
時

※
相
談
の
際
に
は「
入
場
整
理
券
」

が
必
要
で
す
。「
入
場
整
理
券
」は
、

当
日
会
場
で
配
付
す
る
ほ
か
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
」に
よ
る
事

前
発
行
も
行
っ
て

い
ま
す
。

▽
そ
の
ほ
か　
●「
入
場
整
理
券
」

の
配
付
状
況
に
応
じ
て
、
後
日
の

来
場
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。　
●
３
月
は
大
変
な
混
雑

　
輪
島
税
務
署
で
の

　
確
定
申
告
の
相
談

　
税
の
相
談
は
資
格
を
持
っ
た
税

理
士
に
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

▽
相
談
日　
２
月
13
日（
日
）

※
当
日
は
税
務
相
談
の
み
受
付

▽
時
間　
10
時
～
12
時
、
13
時
～

16
時

▽
場
所　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

ザ
・
シ
ー
サ
イ
ド
、
ワ
イ
プ
ラ
ザ

輪
島
店（
輪
島
市
）

   

北
陸
税
理
士
会
輪
島
支
部

   

に
よ
る「
無
料
税
務
相
談
」

　
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
い
つ

で
も
ｅ–

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）が

で
き
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で

　
確
定
申
告

▼スマホを
利用した申
告はこちら

　
「
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
質
問
を
入

力
す
る
と
、Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た「
税

務
職
員
ふ
た
ば
」
が
お
答
え
し
ま

す
（
１
月
中
旬
以
降
）。

　

ま
た
、「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」の
操
作
に
関
す
る
質

問
は
、
同
コ
ー
ナ
ー
の「
よ
く
あ

る
質
問
」に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
の
作
成
で

　
お
困
り
の
と
き
は

▼ チ ャ ッ ト
ボ ッ ト の 利
用はこちら

　
申
告
書
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
と
本
人
確
認
書
類（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
な
ど
）の

提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要

で
す
。詳
し
く
は
、国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
書
に
は

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を

　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
に

は
、
領
収
書
の
代
わ
り
に「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」の
添
付
が
必

要
で
す
。

※
明
細
書
に
記
載
し
た
領
収
書
は

自
宅
で
５
年
間
保
存
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け

た
医
療
費
通
知
を
添
付
す
る
と
、

明
細
書
の
記
載
を
省
略
で
き
ま
す
。

　
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

　
の
添
付
が
必
要
で
す

　
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

特
例
の
申
請
書
を
提
出
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
確
定
申
告
を
行
う

場
合
に
は
、
す
べ
て
の
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て
寄
附
を
証
明
す
る

書
類（
受
領
書
）を
添
付
し
、
寄
附

金
控
除
の
計
算
に
含
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税

　
の
注
意
点

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か

つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

で
あ
る
と
き
に
は
、
所
得
税
お
よ

び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

【
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
…
】

①
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

②
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

→
住
民
税
に
関
す
る
こ
と
は
、
珠

洲
市
役
所
税
務
課
市
民
税
係
☎

（
８
２
）７
７
３
５
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
公
的
年
金
等
を

　
受
給
し
て
い
る
人
へ

■
問
い
合
わ
せ　
☎
０
７
６
８（
２
２
）２
２
４
１

輪
島
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
２
月
中

の
来
場
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
３
月
ま
で
の
間
は
、
申
告
相
談

の
予
約
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。　

●
ご
自
身
で
作
成
さ
れ
た
還
付
申

告
書
は
１
月
か
ら
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

江差
243

珠洲市と友好都市提携を結んでいる北海道江差町の話題を紹介します。

　「珠洲市シルバーリハビリ体操 3 級指導士養成講
習会」の閉講式が健康増進センターで行われ、講習
を受けてきた 12 名のみなさんに認定証が授与され
ました。この講習会は、「いつでも・どこでも・ひと

介護予防体操を地域で広める
12 名が「シルリハ指導士」に

12
17

りでも」できる「シルバーリハビリ体操」を地域で普及するリーダーを育成するもので、11 月 26 日に開講。受講者
のみなさんは、合計 6 日間で 30 時間、92 種類の体操などを学び、「公民館で 1 つ、2 つからでもやってみたい。」
と意欲を述べました。介護予防を通じた地域づくりのリーダーとしての活躍が期待されます。

　今季の加能ガニ漁初競りで、最高額 500 万
円を付け、「蟹－１グランプリ」を獲得した、
すずし底曳網船団第八丸一丸の田喜知潔船長
が、泉谷市長に受賞報告をしました。
　田喜知船長は、「珠洲、蛸島の名前が全国に
広がり良かったです」と述べ、泉谷市長は、「漁
業に携わるみなさんを元気づけてくださり感
謝申し上げます。今後もご活躍を期待してい
ます」とあいさつ。石川県底曳網漁業連合会
から贈られた大漁旗を囲み、今後の漁に期待
しました。

最高額のカニを獲得
田喜知船長が大漁旗を披露

12
20

▲大漁旗を披露した田喜知さん（右から３人目）。グランプリの対象となっ
たカニは、重さ１．８８kg、甲羅幅１５．６㎝。石川県漁協が認定する県
産ズワイガニの雄「加能ガニ」の最高級ブランド「輝」に認定されました。
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今
月
の
お
知
ら
せ

January
1

今
月
の
納
期

   

案
内
・
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税 

第
６
期

市
・
県
民
税 

第
４
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

第
10
期

納
期　
１
月
31
日（
月
）

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
建
設
産
業
で
は
、
発
注
者
と
受

注
者
が
一
体
と
な
り
、
建
設
資
材

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
公
共
工
事
に
限
ら
ず
、
家
屋
の

解
体
工
事
の
と
き
に
、
解
体
業
者

に
適
正
な
分
別
解
体
を
促
す
な
ど
、

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

■
環
境
建
設
課
都
市
整
備
係

☎（
８
２
）７
７
５
７

　

若
者
の
定

住
促
進
の
た

め
に
、
左
記

の
人
を
対

象
に
、
市
内

共
通
商
品
券

（
３
万
円
分
）を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
者　
新
規
学
卒
者
お
よ
び

40
歳
以
下
の
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
者
で
、

卒
業
後
ま
た
は
転
入
後
１
年
以
内

に
奥
能
登
２
市
２
町（
珠
洲
市・輪

島
市・能
登
町・穴
水
町
）に
就
業

し
た
人（
公
務
員
を
除
く
）

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
産
業
振
興
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い（
申
請
書
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）。
該
当
の
人
は
早
め
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■
産
業
振
興
課
商
工
振
興・企
業

誘
致
係

☎（
８
２
）７
７
７
５

奥
能
登
に
就
業
さ
れ
た
人
に

商
品
券
を
交
付
し
ま
す

見 

本

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口

座
振
替
で
の
前
納
・
早
割
が
便
利

で
お
得
で
す
。
申
し
込
み
は
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　
●
令
和
４
年
度
分

２
年
前
納
・
１
年
前
納
・
６
か
月

前
納
を
希
望
す
る
方
は「
国
民
年

金
保
険
料
口
座
振
替
納
付（
変
更
）

申
出
書
」を
左
記
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
当
月
末
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
申
込
先　
口
座
振
替
を
行
う
口

座
の
あ
る
金
融
機
関
、
年
金
事
務

所▽
持
ち
物　
年
金
手
帳（
基
礎
年

金
番
号
）、
預
貯
金
通
帳
、
金
融

機
関
へ
の
届
出
印

▽
申
込
締
切　

２
月
28
日（
月
）

ま
で

　
問
い
合
わ
せ

■
七
尾
年
金
事
務
所

☎
０
７
６
７（
５
３
）６
５
１
１

国
民
年
金
は
口
座
振
替
が

便
利
で
お
得
で
す

不
動
産
公
売
会

　
市
税
の
滞
納
に
つ
き
、
差
押
え

た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

▽
入
札
日
時　
２
月
３
日（
木
）11

時
～
11
時
15
分

▽
開
札
日
時　
２
月
３
日（
木
）11

時
16
分

※
受
付
お
よ
び
説
明
、
公
売
保
証

金
の
納
付
は
午
前
10
時
か
ら

▽
場
所　
産
業
セ
ン
タ
ー　
２
階

会
議
室

▽
公
売
物
件　
●
珠
洲
市
蛸
島
町

壱
部
２
番
５
８
０
、
タ
部
96
番
30

（
宅
地
２
筆
１
６
９
・
98
㎡
）

▽
見
積
価
額　
77
万
円

▽
公
売
保
証
額　
８
万
円

※
公
売
の
手
続
き
・
注
意
事
項
に

つ
い
て
は
、
税
務
課
窓
口
に
あ
る

「
公
売
広
報
」を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご厚志ありがとうございます
11月19日 受付分まで      　　（敬称略）

■金 10 万円（総合病院運営費用）
物應明（宝立町）

　珠洲市では今年度 40 歳、50 歳、60 歳、70
歳に達する方を対象に無料の歯周疾患検診を実施
しています。対象の方には、昨年８月にご自宅へ
無料受診券を郵送しています。
　歯周疾患は、循環器疾患や糖尿病などの生活習
慣病に深くかかわっています。まだ受診していな
い方は、ぜひ歯周疾患検診を受けましょう。

歯科医院名
たかせ歯科医院
なかはま歯科医院
とね歯科医院
カーム歯科医院
岡村歯科医院

電話番号
☎（８４）１２３４
☎（８４）１４１７
☎（８２）８０２２
☎（８２）２８１４
☎（８２）１８６７

■受診期間　３月 31日（木）まで
■検診費用　無料
■持ち物　歯周疾患検診無料受診券、健康保険証
※検診後に必要となった治療費は、自己負担になります
※無料券を紛失された方は下記までご連絡ください

■問い合わせ　
健康増進センター　☎（８２）７７４２

歯周疾患検診を受けましょう
検診期間は、残り３か月です！

※右記の市内歯科医院で受診できるほか、
輪島市・能登町・穴水町の一部の
歯科医院で受診できます。
詳しくは、郵送した案内文をご覧いただ
くか、健康増進センターまでお問い合わ
せください。

※
公
売
公
告
後
、
公
売
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
税
務
課
収
納
係

　
☎（
８
２
）７
７
３
７

　

能
登
の「
う
ま
い
も
ん
」を
味

わ
い
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
オ
ン

ラ
イ
ン
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
者
に
は
特
産
品
を
送

付
す
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
自

宅
な
ど
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
や
１
対
１
の

小
部
屋
ト
ー
ク
で
楽
し
く
交
流
し

ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

１
月
23
日（
日
）
18
時

～
20
時
30
分（
受
付
17
時
30
分
）

▽
対
象　
20
～
45
歳
の
独
身
男
女

（
男
性
：
県
内
在
住
者
、
女
性
：

居
住
地
は
問
い
ま
せ
ん
）

▽
参
加
費　
３
、０
０
０
円（
特
産

品
代
金
・
発
送
料
）

▽
司
会　
い
し
か
わ
縁
結
び
応
援

隊「
月
亭
方
気
」（
石
川
県
住
み
ま

す
芸
人
）

石
川
の
特
産
品de

う
ま
い
も
ん
婚（
能
登
編
）

▽
申
込
締
切　
１
月
12
日（
水
）

　

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、

「
い
し
か
わ
縁
結
び
イ
ベ
ン
ト
」

専
用
サ
イ
ト
か
ら
行
っ
て
く
だ

さ
い（
要
会
員
登
録
）

■
公
益
財
団
法
人
い
し
か
わ
結
婚
・

子
育
て
支
援
財
団

い
し
か
わ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
６（
２
５
５
）１
５
４
３

　
高
齢
者
の
健
康
増
進
と
生
き
が

い
づ
く
り
を
目
的
に「
ゆ
ー
り
ん

ピ
ッ
ク
２
０
２
１
美
術
展
」を
開

催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

●
ゆ
ー
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
２
１
美

術
展　
優
秀
作
品
展

▽
展
示
期
間　
２
月
４
日（
金
）～

６
日（
日
）ま
で

▽
時
間　

９
時
30
分
～
17
時（
入

館
は
16
時
30
分
ま
で
）

▽
展
示
会
場　
石
川
県
立
美
術
館

広
坂
別
館（
金
沢
市
）

●
ゆ
ー
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
２
１
美

術
展

▽
展
示
期
間　
３
月
４
日（
金
）～

６
日（
日
）ま
で

▽
時
間　
９
時
30
分
～
16
時

▽
展
示
会
場　
し
い
の
き
迎
賓
館

１
階
し
い
の
き
プ
ラ
ザ
・
２
階
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル（
金
沢
市
）

■
ゆ
ー
り
ん
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
会

☎
０
７
６（
２
５
８
）３
１
３
５

ゆ
ー
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
２
１

美
術
展
を
開
催

　珠洲市地域職業相談室は、地域で職業相談を専門に行うハローワークの相談窓
口です。仕事をお探しのみなさん、求人を行う事業者のみなさん、ぜひご利用く
ださい！

■利 用 時 間　月～金曜日　９時～ 16 時 30 分（土・日・祝、年末年始は休み）
■場　　　所　すず市民交流センター１階（珠洲市役所向かい）
■問い合わせ　☎（８２）０１５７　FAX（８２）１２４９

求人情報の
公開

マンツーマン
の職業相談

就職への
アドバイス 紹介状の交付

◎毎月、第２木曜日
に『のと・すず求人情
報』、その他の木曜日
に『週刊求人情報』を
発行

◎専門の相談員が伺
います。在職中の方
でも相談できます。
◎求職中の活動実績
に該当します。

◎ 就 職 活 動 の 方 法、
仕事内容や労働条件、
履歴書や職務経歴書
の作成についてもア
ドバイスします。

◎希望する事業所への
連絡・面接日などの調
整のほか、紹介状を交
付し、面接のアドバイ
スも行います

珠洲市地域職業相談室
（ハローワーク）をご利用ください
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陶
芸
セ
ン
タ
ー
で
は
、
珠
洲
焼

の
振
興
を
図
る
た
め
、
令
和
４
年

度
の
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

▽
研
修
期
間　
令
和
４
年
５
月
～

令
和
６
年
３
月

▽
定
員　
４
人

▽
受
講
資
格　
基
礎
研
修
課
程
修

了
後
、
将
来
、
市
内
で
珠
洲
焼
の

陶
工
を
志
す
人

▽
研
修
内
容　
【
１
年
目
】基
礎

技
術
習
得
に
向
け
た
講
義
・
実
習
、

教
養
講
座　

【
２
年
目
】技
術
向
上
に
向
け
た

講
義
・
実
習
、
商
品
企
画

▽
受
講
料　
月
額
５
、５
０
０
円

▽
受
講
審
査　
面
接
お
よ
び
適
性

試
験
（
令
和
４
年
４
月
上
旬
に
実

施
予
定
。
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。）

▽
申
し
込
み　

３
月
31
日（
木
）

ま
で
に
左
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
陶
芸
セ
ン
タ
ー

☎（
８
２
）３
２
２
１

珠
洲
焼
基
礎
研
修
課
程

研
修
生
を
募
集

▽
日
時　
１
月
９
日（
日
）　
10
時

30
分
～
（
受
付　
９
時
30
分
～
）

▽
場
所　
ラ
ポ
ル
ト
す
ず

▽
対
象　
平
成
13
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

※
す
で
に
案
内
・
出
欠
確
認
の
は

が
き
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
該
当

者
で
は
が
き
が
届
い
て
い
な
い
人

は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
ご

家
族
を
は
じ
め
、
一
般
の
方
の
入

場
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。　
②
当
日
は
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
係

☎（
８
２
）７
８
２
６

第
74
回
珠
洲
市
成
人
式
を

開
催
し
ま
す

▽
日
時　

１
月
23
日（
日
）８
時

45
分
～
（
受
付　
８
時
15
分
～
）

▽
場
所　
飯
田
公
民
館

▽
部
門　
●
小
学
校
低
学
年（
１・

第
47
回
珠
洲
市
民

百
人
一
首
か
る
た
大
会

  

行
事
・
イ
ベ
ン
ト

　
陶
芸
セ
ン
タ
ー
で
は
、
珠
洲
焼

の「
コ
ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ
パ
ー
」作
り

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
２
月
６
日（
日
）９
時
～

12
時

▽
場
所　
陶
芸
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費　
１
人
１
、５
０
０
円

▽
申
し
込
み
期
間　

１
月
４
日

（
火
）～
15
日（
土
）

▽
そ
の
他　
●
汚
れ
て
も
い
い
服

装
ま
た
は
エ
プ
ロ
ン
を
着
用
し
、

手
拭
き
タ
オ
ル
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。　
●
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
定
員
を
15
人
程
度

と
し
て
い
ま
す
。
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
し
、
結
果
は
１
月
20

日（
木
）ま
で
に
電
話
で
ご
連
絡

し
ま
す
。

■
陶
芸
セ
ン
タ
ー☎（８

２
）３
２
２
１

珠
洲
焼
の「
コ
ー
ヒ
ー

ド
リ
ッ
パ
ー
」作
り

▲コーヒーフィルター
をセットする器具を珠
洲焼で作ります

　
健
康
体
操
・
フ
ッ
ト
ケ
ア
に
参

加
し
て「
元
気
貯
筋
」し
ま
せ
ん

か
。
地
域
の
集
ま
り
の
場
な
ど
で
、

フ
ッ
ト
ケ
ア
教
室
の
開
催
を
希
望

す
る
グ
ル
ー
プ
も
募
集
中
で
す
。

▽
対
象　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
人

▽
日
時・場
所

●
１
月
11
日（
火
）10
時
～　

長
橋
集
会
所

●
１
月
14
日（
金
）10
時
～　

馬
緤
休
養
村
セ
ン
タ
ー

●
１
月
17
日（
月
）10
時
～　

大
坊
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

●
１
月
21
日（
金
）13
時
30
分
～　

塩
津
上
野
集
会
所

●
１
月
25
日（
火
）13
時
30
分
～　

鵜
島
集
会
所

●
１
月
28
日（
金
）13
時
30
分
～　

飯
田
わ
く
わ
く
広
場

▽
持
ち
物　

マ
ス
ク
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

▽
定
員　
各
10
人（
要
予
約
）

※
開
催
日
の
５
日
前
ま
で
に
下
記

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
感
染
症
対
策
の
た
め
、
検
温
や

問
診
を
し
て
お
り
、
当
日
の
体
温

や
問
診
に
よ
り
参
加
を
控
え
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

介
護
予
防
の
た
め
の

足
も
み
健
康
教
室
を
開
催

※
感
染
症
の
拡
大
状
況
に
よ
り
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■
福
祉
課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室

　
　
　
　
　
☎（
８
２
）７
７
４
６

   
講
座

   

募
集

２・
３
年
）　

●
小
学
校
高
学
年

（
４・５・６
年
）

※
今
年
度
は
規
模
を
縮
小
し
て
行

う
た
め
、
一
般
の
部（
中
学
校
・

高
校
）は
開
催
し
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
状
況
に
よ
っ
て
大
会
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

１
月
７
日（
金
）

ま
で
に
各
学
校
の
先
生
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
係

☎（
８
２
）７
８
２
６

▽
募
集
学
科　
①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
、

②
電
子
機
器
科
、
③
陶
磁
器
製
造

科
、
④
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
⑤
実

務
作
業
科
、
⑥
キ
ャ
リ
ア･

マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
科

▽
訓
練
期
間 

１
年（
⑥
は
６
か

月
）

▽
対
象　
①
～
④
身
体
・
精
神
障

害
の
あ
る
人
、
⑤
知
的
障
害
の
あ

る
人
、
⑥
精
神
障
害
の
あ
る
人

※
訓
練
の
見
学
が
で
き
ま
す（
学

校
ま
で
事
前
連
絡
が
必
要
で
す
）

▽
申
し
込
み　

１
月
21
日（
金
）

ま
で
に
、
■
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
輪

島
能
登
出
張
所　

☎
０
７
６
８

（
６
２
）１
２
４
２　
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
選
考
日　
２
月
４
日（
金
）

■
石
川
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
７
６（
２
４
８
）２
２
３
５

令
和
４
年
度

石
川
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校　
入
校
生
募
集

　

例
年
、
１
月
の
第
２
月
曜
日

（
祝
）に
開
催
し
て
い
る「
珠
洲

あ
ん
こ
う
祭
り
」は
、
２
月
27
日

（
日
）に
延
期
し
ま
す
。

▽
注
意
事
項　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
そ
の
ほ
か　
今
年
も
あ
ん
こ
う

の
吊
る
し
切
り
や
、
あ
ん
こ
う
鍋

の
販
売
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
あ
ん
こ
う
鍋

の
前
売
り
引
き

換
え
券
は
、
左

記
に
て
２
月
１

日（
火
）
か
ら

販
売
し
ま
す
。
※
無
く
な
り
次
第

終
了
。

　
詳
し
く
は
、
来
月
号
の
広
報
す

ず
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

■
道
の
駅
す
ず
な
り

☎（
８
２
）４
６
８
８

「
珠
洲
あ
ん
こ
う
祭
り
」

２
月
27
日（
日
）に
延
期

のと里山空港 情報とく
とく

■期　　　間　令和３年 12 月 1 日（水）出発分から令和４年３月 31 日（木）帰着分まで
■問い合わせ　のと里山空港利用促進同盟会　☎０７６８（２６）２３６６

珠洲市空港利用
助成制度について
■問い合わせ　観光交流課　☎（８２）７７７６

■３人以上の利用で…　
　市内共通商品券往復 4,000 円分／片道 2,000 円分
■２人以下の利用で…
　市内共通商品券往復 2,000 円分／片道なし

※すべて小人の場合は半額となります

1グループ旅行助成金

2ハッピーバースデイ旅行助成金

3ファミリー旅行助成金

往復 3,000 円
のと里山空港ウイングネットワーク会員（以下：会員）
５人以上のグループ・団体旅行（非会員の場合は 10 人
以上）　※会員期間中は何回でも申請可

会員が誕生月に旅行。到着が翌月になるときは出発日
から 29 日以内まで　※複数回の申請可

能登在住会員２人以上の家族（同一世帯）同一便で旅行
※会員期間中は４回まで申請可

※1・2・3の助成金制度は重複して利用できません

　
毎
年
２
月
下
旬
に
開
催
し
て
い

る「
食
祭
珠
洲
ま
る
か
じ
り
」は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

■
観
光
交
流
課☎（

８
２
）７
７
７
６

「
食
祭
珠
洲
ま
る
か
じ
り
」

中
止
し
ま
す

片道 1,500 円

往復 3,000 円

往復 3,000 円

さらに…
【冬季限定割引】

往復 2,000 円

片道 1,000 円

＋ 「トラベル愛ランド㈱
珠洲燈籠山通り店」を
はじめ、指定の旅行代
理店で航空券を購入す
ると、左記の助成金に
加えて助成します。
　指定店舗など、詳し
くは「能登空港 助成」
で検索！

のと里山空港利用促進同盟会助成金制度と冬季限定割引で最大 5,000 円お得に！
さらに、珠洲市の助成制度もあわせて利用することもできます！

の
と
里
山
空
港

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

●
新
年
初
フ
ラ
イ
ト
！
ぜ
ん
ざ
い

振
る
舞
い【
限
定
３
０
０
食
・
能

登
産
小
豆
ぜ
ん
ざ
い
】

▽
日
時　

１
月
１
日（
土
・
祝
）９

時
～
17
時

▽
場
所　
の
と
里
山
空
港
３
階　

レ
ス
ト
ラ
ン
あ
ん
の
ん

●
の
っ
ぴ
ー
グ
ラ
ス
づ
く
り

▽
日
時　
１
月
９
日（
日
）10
時
～

12
時
、
13
時
～
15
時

▽
場
所　
の
と
里
山
空
港
講
義
室

▽
参
加
費　
無
料　
※
限
定
50
個
、

小
学
生
以
下
優
先

▽
申
し
込
み　
下
記
ま
で
、
電
話

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

▽
注
意
事
項　
●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
た
め
、
人
数
制
限

が
あ
り
ま
す
。　
●
マ
ス
ク
を
着

用
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

検
温
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
発
熱

の
あ
る
方
や
体
調
不
良
の
方
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

▽
そ
の
ほ
か　
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の

詳
細
や
開
催
状
況
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
最
新
の
情
報
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
奥
能
登
総
合
事
務
所
企
画
振
興
課

☎
０
７
６
８（
２
６
）２
３
０
３
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国際交流員　ハンソン・ロバート・デービッドさんのお話  ㊵

世界中のいろいろな文化が行き交う、ロビーの「国際ロビー」へようこそ！

ようこそ！ロビー の

国際ロビー
たが、食生活の違いで「ホームシック」を感じていた頃もあ
ります。材料がないのが衝撃だったわけではなく、食生活
に慣れるのが大変、というのがカルチャーショックでした。
　他は、「服がどこで買えるのか」や「掃除する時は何を使
えばいいのか」というささいなことから、「今まで経験のな
いさまざまな場面で、コミュニケーションの取り方が分か
らない」ことや「個々の人間関係で自分への期待がいつも
と違う」など、さまざまな不安が重なって、一番大変な「移
行期間」に入っていたと思います。
　珠洲に来てから 4 年目、日本に来てから 5 年目になり
ますので、間違いなく「融合期間」になりますが、それは自
分が完全に日本人っぽくなったというわけでもありません。
アメリカ人であるアイデンティティがなくならない、なく
したいとも思いません。「母国と違う文化をどう受け入れ
るのか、異なるときはどう対応するのか」、「身長２メート
ルの服はどこで買えるのか」など、さまざまな小さいとこ
ろを乗り越えたからこそ、やはり海外に住んでよかったな
と思っています！
　ということで、これからもみなさんと一緒に交流して
もっと成長したいです！ 今年もよろしくお願いします！

　　　けましておめでとうございます！  あっという間に
　　　２０２１年が終わりました！  新年を迎える度に振
り返る気分になりますが、みなさんはいかがでしょうか。
　私は珠洲市へ配属されてから 4 年目になり、本当に不思
議な気持ちです。１年目はいろいろな不安があり、知り合
いもあまりいませんでしたが、今は生活のさまざまなとこ
ろに慣れてきました。
　海外に住んだら「カルチャーショック」、日本語で「文
化的衝撃」という言葉をよく耳にしますが、みなさんはご
存じですか？ カルチャーショックとは異文化に触れた時、
習慣や考え方の違いで心理的にショックを受けることです
が、少し誤解しやすい言葉だと思います。
　カルチャーショックは主に 4 つの部分に分けられます。
海外に住んでからの最初の 2 か月は「ハネムーン期間」と
言い、新しい経験を単純に楽しむ期間です。半年くらい経っ
た頃の「移行期間」は、異文化の大変なところばかりに目
がいき、不安や不満を感じる期間です。その後、8 か月く
らい経った頃の「調整期間」は、状況が変わらないから自
分を変えないといけないということに気づき、1 年間くら
い経ったら、最後の「融合期間」に入り、以前まで異文化
と感じたところに、自国の文化との共通点を見つけ、また
新たに生活を楽しむことができるようになります。
　初めて日本に留学する前、授業でカルチャーショックに
ついていろいろ学びました。その時は短期留学でしたので、
旅行の期間のように全部がハネムーン期間でした。それに
対して、１年間くらい留学した時や珠洲に来た直後も、振
り返ると確かにカルチャーショックがあったなと思います。
　ショックや衝撃という言葉なので、「びっくりした！」
ということを想像しますが、自分の経験ではそういったと
ころが比較的に少なかったです。それより、自分でもあま
り気づかないほどの小さな出来事が重なり、それがカル
チャーショックとなっているようです。

　例えば、珠洲
に 来 た ら ア メ
リカで自分がい
つも食べた朝食
や好きな晩ご飯
の材料がどこの
スーパーにもあ
りませんでした。
最初は他の食べ
物で済ませまし

あ

★ 今月の国際交流サロン ★
　国際交流サロンは外国語や異文化と触れ合えるイ
ベントです！ 気軽に珠洲に住んでいる外国人と仲良
くしませんか？
■日時　1 月 28 日（金）19 時 ～ 20 時
■場所　ラポルトすず
■問い合わせ　観光交流課　☎（８２）７７７６
※新型コロナウイルスの影響などにより中止する場合があります珠洲で作ったハンバーガーです！

ロビーが 撮った
珠洲の写真
公開中！！珠洲市民図書館

開館時間 ９時～18時30分　休館日 月曜日・祝日・年末年始
☎（８２）３３７７　Fax （８２）０６７５

知りたい！ 学びたい！ 楽しみたい！

に、こたえます！・・・・・

すべて参加無料、申し込み不要です

えほんとかみしばいの
よみきかせ

　幼児から就学前のお子さんにおすすめ！
■日　時  1 月 15 日（土）14 時～

■テーマ  「ゆき」

０３
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「ささやかな朗読会」
　小説や詩を耳で楽しむ昼下がりの朗読会。
■日　時　1 月８日（土）14 時～
■読み手　「すず朗読文芸ラドリオ」のみなさん
■朗読作品  紫式部『源氏物語』より

０２

読み聞かせボランティアによる

「おはなし会」０１
■日　時　1 月８日（土）10 時 30 分～　
■読み手   「どんぐりの会」のみなさん

   （11 月22日～ 12 月20日受付分・敬称略）

の動き
 （11 月 30 日現在）

世帯数
人口
男性
女性

転入
転出
出生
死亡

12人
25人
 2人

25人

5,979世帯
13,370人　

6,182人　
7,188人　

（住民基本台帳人口）

前月比

11月の動き

（－     12）
（－     36）
（－     19）
（－     17）

（赤ちゃん） （性別） （両親） （住所）

宝立町

上戸町

  廉   ・弥邑

宗和・友希

（女）

（女）

 　　     いろは

　　　  いおり

巻野　色晴

加藤　衣織
蔵書点検期間のため休館します
令和４年１月 17 日（月）～ 21 日（金）
　期間中、貸出はできませんが返却ポストに返却は
できます。しばらくの間ご迷惑をおかけしますが、
よろしくお願いします。
　なお、学習室は９時～17 時まで利用できます。

上映会「シアター図書館」

■子ども向け　1 月 29 日（土）
■ 内 容　「おしりたんてい　ププッゆきやまのしろい
かいぶつ」（60 分）…スキーじょうにゆきおとこがで
た、といういらいをうけてやってきたおしりたんて
い。はたして、ゆきおとこを見つけることができるの
か！？
■大 人 向 け　1 月 30 日（日）
■内容　「あいむはっぴぃ！と叫びたい」（78 分）…

「知的障がいを持つ人が自立して地域で暮らす」その
実現に挑んでいる人達の日々を見つめました。

０４
　土曜日は子ども向け、日曜日は大人向けを上映し
ます。時間は、それぞれ 11 時～ 16 時まで連続上
映しています。

為五郎
農林水産省登録で「安全・安心」

　珠洲市浄化センターでは、「為五
郎」を無料でお渡ししています。
１袋 15 キロ入りで、成分分析
を行い安全性を確認しています。
　１回に 30 袋以上注文される人
には無料で配達も行います。ま
た、ご近所でまとめての注文も
可能です。ご注文は下記までご
連絡ください。（受付時間は平日
８時 30分～ 17時 15分）
■環境建設課上下水道係
☎（８２）７７８６

バイオマス
肥　　　料

　広報すず 12 月号の 24 ～ 25 ページ「カメラニュース」

に誤りがありました。ここにお詫びして訂正いたします。

「第50回珠洲市文化祭」記事中、珠洲市文化協会について

■正　昭和 46年６月に、27 の団体で発足

■誤　昭和 46年９月に、27 の団体で発足

お詫びと訂正
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■大人の文化祭！？学会開催
　金沢大学能登学舎では、大学と地域が連携した全国
でもユニークな取り組みとして、社会人向け人材育成
プログラム「能登 SDGs マイスタープログラム」をはじ
め、地域での事業や活動のサポートと連携した研究活
動を行っています。
　能登学舎には大学のほか、里山里海の保全活動に取
り組む NPO 法人能登半島おらっちゃの里山里海、珠
洲市自然共生室、能登 SDGs ラボといった団体が集まっ
ており、世界農業遺産「能登の里山里海」をフィールド
にした研究活動の拠点となっています。
　そこで、能登学舎を拠点に実践されているさまざま
な活動を「能登の里山里海学」と位置づけ、みなさんの
日頃の研究成果を発表する場として、能登の里山里海
学会２０２１を企画しました。

■あげたりもらったり ?里山里海文化は
　世界にもつながる
　12 月 4 日（土）、能登学舎を会場に学会を開催しま
した。午前は、北九州市立大学の竹川大介さんから人
類学からみる里山里海文化について講演いただきまし
た。能登から遠く離れた南太平洋のソロモン諸島の村
の事例でしたが、もらったりあげたりの贈与文化、集
落の関係修復のプロセスなどは、能登とも共通すると
ころがあり、会場に集まった約 60 人の参加者のみなさ
んは熱心にうなずきながら聞いていました。
　また、口頭発表は 2 会場に分かれて行いました。生
物多様性セッションでは、京都大学フィールド科学教
育研究センターの赤石大輔さん・珠洲市自然共生室の
宇都宮大輔さんから、里山の生物モニタリング、保全

活動の事例や課
題について、各
フィールドから
報 告 い た だ き、
現在珠洲市で生
きもの調査活動
に参加している
松本恵さん、加
藤秀夫さんにも

金沢大学
能登学舎の窓から
能登の里山里海学会2021
を開催しました

登壇いただいて「ため池対談」を行いました。
　文化多様性セッションでは、国立歴史民俗博物館の
川邊咲子さんから、地域の文化史を表しているともいえ
る民具の新しい保存・活用方法について、能登里海教育
研究所の浦田慎さんからは、1910 年以降に能登でも盛
んに生産されるようになった蚕（生糸の原材料）がどの
ような「能登のシルクロード」をたどって最終的に海外
に運ばれていたか、当時の海運のルート・貨車票など
について独自に集められた資料を基にお話いただきま
した。NPO マイスターネットワークの川上和孝さんか
らは、マイスタープログラムを修了した方々の多様な
活動の紹介と、これからのネットワーク構築について
お話いただきました。各セッション共に、熱気にあふ
れる会場となりました。

■マーケットと手仕事ワークショップ
　午後は、体育館を会場に、ポスター発表、里山里海マー
ケットと手仕事ワークショップを開催しました。野菜
や米、地元産の食材をつかったお菓子や飲み物をはじ
め、木工製品、家具、漆器など、マイスター受講生・
修了生による自慢の逸品が並びました。マイスター 4
名による手仕事ワークショップでは、中谷竹志さんに
よる能登の野草でつくるハーバリウム、瀬川しのぶさ
んによる能登の海藻でつくるふりかけづくり、松田咲
香さんによるカメラの「物撮り」技術、今井誠さんによ
る丸太早切り競争が行われ、どれも大盛況でした。
　今回の能登の里山里海学会には、マイスターのみな
さん、地域の方々、里山里海に関心がある大学生た
ち、研究者の面々が集まり、日頃の研究や活動を発信し、
互いに情報交換することができました。次回の学会で
は、さらに多くのみなさんと里山里海の文化や保全に
ついて集まり考えることができる場になるようにした
いと思います。

▲多くの方にご来場いただきました！

●木下　靖子
【きのした　やすこ】
　金沢大学先端科学・社会共創推進機
構特任助教。専門は人類学、海洋・島
嶼部の文化研究、里海をフィールドに
した教育支援。2021 年より珠洲市在住。▲生物多様性セッション ため池対談

　令和４年珠洲市消防出初式は式典をラポルトすず大ホー
ルで行います。また、天候や感染症の状況によっては、予
告なく内容を大幅に変更する場合があります。
　放水式を観覧される方は、マスクを着用し出来るだけ「密」
にならないようにご配慮をお願いいたします。

■日にち　１月８日（土）
■内　容　 【神社参拝】春日神社 ８時 40 分、【式典】ラポ
ルトすず大ホール ９時 30 分、【観閲式】ラポルトすず南側
臨港道路 10 時 35 分、【放水式】若山川河川敷（飯田町地内） 
11 時

消
防
出
初
式

一
年
の
無
火
災
を
祈
願

　みなさんが暮らしている地域を守る消防団。火災
や風水害、震災などの災害や、地域コミュニティの
維持・振興に大きな役割を果たしています。
　各地域の消防団があなたの力を必要としています。
消防団に入り、大切な地域を守りませんか。
問い合わせ　■危機管理室  ☎（８２）７７２５

新入団員募集中 !!

「地域愛  みんなを守る  消防団」
　石川県消防団入団促進一斉広報キャンペーン統一標語

吉田絆生さんの作品

　速やかに避難するには、日頃からの備
えが大切です。あらためて、次の事を確
認しましょう。

①家具の転倒防止
　家具が倒れないように固定し、地
震が起きたときに安全に外に出られ
る逃げ道を確保しましょう。

②非常用持出し袋の用意
　いざというときにすぐに避難でき
るように、非常用持出し袋を用意し
ましょう。水や食料、乾電池などは
使用期限の確認もお願いします。

③避難場所・経路の確認
　ハザードマップ（津波・土砂災害・ため池・洪水）を活用し
て、いざというときにどこに避難するか確認をお願いします。

   珠洲市 　ハザードマップ 検索

災害情報について
①戸別受信機の有償貸与
　防災行政無線の放送を屋内で聞くことができる戸別受信
機を１万円でお貸ししています。ご希望の方は、下記まで
お電話ください。

②防災メール
　防災行政無線と同じ情報を携帯電話で受
け取ることができます。右の QR コードを
読み込んで登録してください。登録方法が
分からない方は、下記までへお問い合わせください。

※避難する際は、できるだけ声をかけあい
集団で避難しましょう。

地震への
備えをお願いします

危機管理室からのお知らせ

問い合わせ ■危機管理室  ☎（８２）７７２５
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一
般
会
計
で
１
億
３
、４
２
５
万
円
を
増
額

市
長
提
出
の
議
案
８
件
を
可
決
、
報
告
４
件
を
承
認
、
請
願
１
件
を
採
択
、
議
会
議
案
１
件
を
可
決

15
億
１
４
２
万
３
千
円
に
な
り
ま

し
た
。

条
例

■
珠
洲
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴
い
、

出
産
育
児
一
時
金
に
関
す
る
規
定

を
改
正
し
ま
し
た
。

■
珠
洲
市
行
政
財
産
の
使
用
料
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
行
政
財
産
の
使
用
料
、
徴
収
期

限
及
び
徴
収
方
法
を
整
理
す
る
た

め
、
必
要
な
規
定
を
改
正
し
ま
し

た
。

承
認
さ
れ
た
市
長
提
出
報
告

予
算

■
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

【
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
を
図
る
た
め
、
同
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費
４
千
万

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

■
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

【
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５

号
）】

可
決
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案

予
算

■
一
般
会
計

　
１
億
１
、１
６
９
万
３
千
円
を
増
額

し
、
累
計
で
１
３
１
億
９
、３
０
６
万

７
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
も
の

に
つ
い
て
は
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
１
、２
６
３
万
１
千
円
を
増
額
し
、

累
計
で
17
億
４
、６
４
９
万
９
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　
１
０
３
万
を
増
額
し
、 
累
計
で

29
億
２
８
７
万
７
千
円
に
な
り
ま

し
た
。

■
病
院
事
業
会
計

　

６
４
１
万
円
を
増
額
し
、累
計

で
47
億
６
、４
３
６
万
８
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

■
水
道
事
業
会
計

　

１
７
８
万
６
千
円
を
増
額
し
、

累
計
で
11
億
５
、５
２
９
万
１
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
会
計

　

処
理
場
建
設
改
良
費
な
ど
を

増
額
し
、
複
合
処
理
施
設
建
設

改
良
費
な
ど
を
減
額
。
合
計

で
70
万
円
を
増
額
し
、
累
計
で

　
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ
世

帯
を
支
援
す
る
た
め
、
子
育
て
世

帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
費

７
、０
１
８
万
５
千
円
を
増
額
し
ま

し
た
。

そ
の
他

■
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解

に
つ
い
て

　
緑
丘
中
学
校
に
お
い
て
、
除
草

作
業
中
に
石
が
は
ね
、
市
民
の
車

両
に
損
害
を
与
え
た
た
め
、
そ
の

損
害
を
賠
償
し
ま
し
た
。

■
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解

に
つ
い
て

　
市
庁
舎
敷
地
内
に
お
い
て
、
樹

木
破
砕
機
を
操
作
中
に
市
民
の
車

両
に
接
触
し
損
害
を
与
え
た
た
め
、

そ
の
損
害
を
賠
償
し
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た
請
願

■
ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職

員
定
数
改
善
を
は
か
る
た
め
の

２
０
２
２
年
度
政
府
予
算
に
係
る

意
見
書
採
択
に
つ
い
て

可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

■
少
人
数
学
級
・
教
職
員
定
数
の

改
善
に
係
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
豊
か
な
学
び
の
実
現
や
教
職
員

議 会 報 告
令和3年第7回珠洲市議会12月定例会

議決・承
認事項

デイサービスセンター施設維持費
灯油あったか支援事業費
光ファイバ整備事業費
小学校に係るＧＩＧＡスクール構想
情報環境整備事業費
農村総合整備事業費
児童手当費

2,703万 8千円
1,600万円
770万円

635万 4千円

546万円
462万円

一般会計補正予算の主なもの（歳出・増額）

・
・
・
・

・
・

の
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
た
め
、

国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

「
令
和
４
年
３
月
28
日
か
ら
無
料
バ
ス
を
ス
タ
ー
ト
す
る
」

公
共
交
通
の
再
編
に
つ
い
て
、
泉
谷
市
長
が
答
弁

令
和
３
年
12
月
７
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
森
井
洋
光
、
三
盃
三
千
三
、
濱
野
隆
三
、
番
匠
雅
典
、
向
山
忠
秀
、

濱
田
隆
伸
、
中
板
秀
一
郎
の
７
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
主
な
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一般質問こ
れ
か
ら
の
市
政
に
対
す
る

展
望
に
つ
い
て
は

　

先
日
、
11
月
25
日
か
ら
27
日
に

か
け
て
、「
能
登
の
里
山
里
海
」が

佐
渡
市
と
と
も
に
我
が
国
で
初
め

て
と
な
る「
世
界
農
業
遺
産
」に
認

定
さ
れ
て
か
ら
10
年
の
節
目
を
迎

え
る
こ
と
を
記
念
し
、
七
尾
市
に

お
い
て
、「
世
界
農
業
遺
産
国
際
会

議
２
０
２
１
」が
開
催
さ
れ
た
。
珠

洲
市
が
金
沢
大
学
と
連
携
し
、
14

年
間
に
わ
た
り
人
材
育
成
事
業
を

継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
や
、

２
０
１
８
年
度
に
内
閣
府
か
ら「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」に
選
定
さ
れ
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
里
山
里
海

の
保
全
・
活
用
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
世
界
農

業
遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
た
美
し

く
豊
か
な
景
観
や
、
地
域
の
伝
統
、

文
化
、
営
み
を
活
か
し
た「
奥
能
登

国
際
芸
術
祭
」の
開
催
な
ど
、
珠
洲

市
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
こ
の
１
年
９
か
月
余
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
が
続
い
て

い
る
。
本
市
の
稼
ぐ
力
で
も
あ
る
、

宿
泊
や
飲
食
な
ど
観
光
業
が
衰
退

す
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た

と
し
て
も
、
本
市
の
地
域
経
済
は

回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
珠
洲

市
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、

数
次
に
わ
た
り
対
策
を
講
じ
て
き

た
。

　

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
、
社
会
の
変
化
が
大
き
く
加
速

さ
れ
た
。
あ
と
10
年
も
経
て
ば
、

通
信
の
発
達
に
よ
り
、
珠
洲
市
で

暮
ら
し
な
が
ら
大
都
市
の
企
業
に

勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
が

や
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

う
な
れ
ば
、
能
登
半
島
の
先
端
と

い
う
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
、

住
み
よ
い
珠
洲
市
に
人
が
集
ま
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
が
、

も
う
す
で
に
、
そ
ん
な
時
代
が
到

来
し
て
い
る
。

　

本
年
６
月
に
は
、
東
証
一
部
上

場
企
業
の
ア
ス
テ
ナ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社
が
本
社
機
能
の

一
部
を
珠
洲
市
に
移
転
し
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
べ
く
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本

市
で
は
、
今
年
度
上
半
期
に
お
い

て
、
転
入
者
数
が
転
出
者
数
を
上

回
る
、
転
入
超
過
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ

る
光
フ
ァ
イ
バ
の
整
備
も
、
能
越

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
と
連

携
し
、
今
年
度
中
に
市
内
全
域
で

完
了
す
る
。

　
さ
ら
に
、「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭

２
０
２
０
＋
」の
開
催
に
よ
っ
て
、

世
界
で
類
の
な
い
、
光
と
音
と
映

像
に
よ
る
劇
場
型
の
歴
史
民
俗
博

物
館「
ス
ズ・
シ
ア
タ
ー・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」と
い
う
珠
洲
市
の
新
た

な
財
産
が
生
み
出
さ
れ
た
。
今
後
、

世
界
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が

収
束
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
回
復

し
た
際
に
は
、
こ
の「
ス
ズ・
シ
ア

タ
ー・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」が
大
き
な

力
を
発
揮
す
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
珠
洲
市
の
将
来
に

と
っ
て
、
こ
こ
か
ら
２
、３
年
が
大

き
な
転
換
点
に
な
る
と
思
う
。

　

現
状
を
打
破
し
、
珠
洲
市
が
大

き
く
前
に
進
む
た
め
に
は
、
さ
ら

な
る
変
革
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
加
え
、
岸
田
政
権

の
テ
ー
マ
で
あ
る「
デ
ジ
タ
ル
田
園

国
家
都
市
構
想
」に
呼
応
し
、
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
利
便
性
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
可
能
で
あ
れ
ば
第

３
回
目
と
な
る「
奥
能
登
国
際
芸
術

祭
２
０
２
３
」を
開
催
し
、
本
市

の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
で
、

移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
珠
洲
市
」

を
目
指
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

奥
能
登
国
際
芸
術
祭
に

つ
い
て
は

　
今
後
の「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
」

の
開
催
方
針
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

２
０
１
７
年
に
初
め
て
と
な
る
芸

術
祭
を
開
催
し
た
折
か
ら
、
芸
術

祭
は
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、

能
登
半
島
の
先
端
で
あ
る
珠
洲
市

か
ら
人
の
流
れ
、
時
代
の
流
れ
を

変
え
る「
運
動
」で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
第
３
回

目
と
な
る「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
」

の
開
催
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
」
は
、

２
０
０
０
年
か
ら
開
催
し
て
い
る

新
潟
県
越
後
妻
有
の「
大
地
の
芸
術

祭
」や
２
０
１
０
年
か
ら
開
催
し

て
い
る「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」と

同
様
に
、
当
初
か
ら
、
３
年
ご
と

に
開
催
す
る
い
わ
ゆ
る
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
方
式
と
し
、「
大
地
の
芸
術

祭
」、「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」と
重

な
ら
な
い
年
に
開
催
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
第
２
回
目
を

２
０
２
０
年
に
開
催
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
、
や
む
な
く
、
本
年

２
０
２
１
年
に
延
期
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
当
初
の
開
催
方
針
か
ら

す
る
と
、
第
３
回
目
の
開
催
は

２
０
２
３
年
と
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
２
０
２
３
年
に
石
川
県

で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る「
第
38

回
国
民
文
化
祭
」と
合
わ
せ
て
、
第

３
回
目
と
な
る「
奥
能
登
国
際
芸
術

祭
」を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

相
乗
効
果
も
得
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
第
３
回
目
と
な
る「
奥
能

登
国
際
芸
術
祭
２
０
２
３
」を
開
催
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11
月
末
ま
で
の
８
か
月
で
67
名
を

数
え
、
す
で
に
昨
年
度
の
年
間
実

績
で
あ
る
51
名
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
第
１
回
目
の「
奥
能
登

国
際
芸
術
祭
」
が
開
催
さ
れ
た

２
０
１
７
年
度
以
降
の
５
年
間
で

合
計
２
５
０
名
の
方
が
移
住
し
て

お
り
、
芸
術
祭
以
前
の
２
０
１
６

年
度
ま
で
の
５
年
間
の
移
住
者
数

が
１
３
５
名
で
あ
っ
た
こ
と
と
比

較
す
る
と
、
約
１・９
倍
に
増
加
し

て
い
る
。

　
「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
」が
移
住

の
直
接
的
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
移
住
者
数
は
、
こ

れ
ま
で
に
10
名
程
度
と
な
っ
て
い

る
が
、
若
い
移
住
希
望
者
の
中
に

は
、
珠
洲
市
が「
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
で
き
そ
う
な
地
域
」と
い
う
好
印

象
を
持
っ
て
相
談
に
来
ら
れ
る
方

も
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
芸
術
祭
は
、

珠
洲
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ

る
大
き
な
要
因
の
１
つ
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
て
お
り
、
芸
術
祭
を

通
し
て
、
世
界
農
業
遺
産
に
も
認

定
さ
れ
た
美
し
く
豊
か
な
里
山
里

海
を
は
じ
め
、
珠
洲
市
の
潜
在
的

な
魅
力
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
さ
ら

に
磨
き
が
か
か
る
と
と
も
に
、
そ

の
魅
力
が
広
く
遠
く
発
信
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
功
を
奏
し
て
い
る
と

捉
え
て
い
る
。

　

本
市
が
参
加
す
る
移
住
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
で
は
、
美
し
く
豊
か
な

里
山
里
海
を
は
じ
め
、
人
材
育
成

事
業「
能
登
里
山
里
海
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ

イ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」や「
奥
能

登
国
際
芸
術
祭
」、
さ
ら
に
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
な
ど
を
、
常
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
方
へ
の
移
住
に
関
心

の
あ
る
全
国
の
方
々
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
つ
な
が
る
、
移

住
ス
カ
ウ
ト
サ
ー
ビ
ス「
Ｓ
Ｍ
Ｏ

Ｕ
Ｔ（
ス
マ
ウ
ト
）」
に
お
い
て

も
、
芸
術
祭
の
紹
介
記
事
を
掲
載

し
、
多
く
の
方
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
さ
ら
に
、
大

学
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
も
、
里
山

里
海
を
活
か
し
た
営
み
や
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
な
ど
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、

本
市
に
継
続
的
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
け
る「
関
係
人
口
」の
拡
大
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
芸
術
祭
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
推
進
な
ど
を
通
し
て
、
関
係

人
口
の
拡
大
に
継
続
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
移
住
・
定
住
の
促
進

に
つ
な
が
る
よ
う
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
相
乗
効
果
を
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に

つ
い
て
は

　

テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
定
着
す
る
も
の
と
予
想
し
て

お
り
、
働
く
場
所
や
時
間
に
と
ら

わ
れ
ず
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
起
業
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
、

移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
市
内
で
テ
レ

ワ
ー
ク
な
ど
を
行
う
目
的
で
事
業

所
を
整
備
す
る
、
市
外
の
事
業
者

に
対
し
て「
珠
洲
市
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
等
設
置
促
進
補
助
金
」を
本

年
４
月
か
ら
設
け
て
い
る
。

　
ま
た
、石
川
県
に
お
い
て
も
、「
能

登
地
域
等
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

立
地
促
進
補
助
金
」が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
、
人
材
や
企
業
の
誘
致
に
つ
い

て
、
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
け
る
コ
・
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
、
テ
レ

ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現

状
と
し
て
は
、
現
在
整
備
中
の
珠

洲
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
の
ほ
か
、「
木
ノ

浦
ビ
レ
ッ
ジ
」を
運
営
す
る
合
同

会
社「
ザ
・
ア
グ
ラ
リ
ア
ン
テ
ー
ブ

ル
」が
、
全
国
で
テ
レ
ワ
ー
ク
に
相

応
し
い
魅
力
あ
る
宿
泊
施
設
を
展

開
す
る「
株
式
会
社
ラ
イ
フ
ル
」と

連
携
し
、
地
方
型
シ
ェ
ア
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
宿
泊
機
能
を
持

つ「
リ
ビ
ン
グ
・
エ
ニ
ウ
ェ
ア
・
コ

モ
ン
ズ
」を
昨
年
11
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
85

名
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
場

所
や
コ
・
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の

整
備
に
つ
い
て
、
今
後
、
国
の「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
」に
係
る
交

付
金
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
市
が
所
有
す
る
施
設
の
活
用

も
含
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、
特
に
高
齢

者
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
利
用
で
き
る
か
ど
う
か
で
、
そ

の
生
活
の
質
に
、
よ
り
大
き
な
格

差
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

　

高
齢
者
が
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
便

利
な
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
身

近
な
場
所
で
受
講
で
き
る
よ
う
、

来
年
度
に
向
け
て
、
公
民
館
に
お

け
る
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
や
、

必
要
に
応
じ
て
職
員
な
ど
を
派
遣

し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と

な
ど
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

教
育
環
境
の

充
実
に
つ
い
て
は

　

本
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
の

た
め
に
、
学
校
と
連
携
し
て
、
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の
活
動
や
地
域
の

各
団
体
に
よ
る
取
組
な
ど
が
行
わ

れ
て
き
て
い
る
。

す
る
と
す
れ
ば
、
参
加
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
選
定
や
作
品
制
作
な
ど
、

開
催
に
向
け
た
準
備
期
間
は
２
年

足
ら
ず
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
と
比

べ
、
か
な
り
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
な
る
。

　

11
月
５
日
に
芸
術
祭
が
閉
幕
し

て
か
ら
、
現
在
、
珠
洲
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
今
回
の
芸
術
祭
の
開
催

内
容
や
、
次
回
芸
術
祭
の
開
催
に

関
す
る
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
取

り
ま
と
め
た
う
え
で
、
芸
術
祭
実

行
委
員
会
を
通
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
次
回
の
開
催
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

次
に
、「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
」

に
よ
る
、
移
住
・
定
住
の
促
進
効
果

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
市
の
移

住
支
援
窓
口
で
あ
る「
す
ず
里
山
里

海
移
住
フ
ロ
ン
ト
」を
通
し
て
把
握

し
て
い
る
移
住
者
数
は
、
今
年
度

　

今
回
、
各
学
校
に
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
、
学
校

と
地
域
住
民
な
ど
が
力
を
合
わ
せ

て
、
目
指
す
子
ど
も
像
の
実
現
に

向
け
て
、
学
校
運
営
に
取
り
組
み
、

よ
り「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導

入
に
あ
た
り
、
令
和
元
年
度
よ
り

研
究
校
と
し
て
、
み
さ
き
小
学
校
、

三
崎
中
学
校
を
先
行
し
て
指
定
し

て
い
る
。

　

両
校
で
は
、
学
校
運
営
協
議
会

の
設
置
に
向
け
て
、
兵
庫
教
育
大

学
大
学
院
教
授
日ひ
わ
た
し渡
円ま
ど
か
氏
を
講
師

に
研
修
会
を
行
い
、「
熟
議
」と
し

て
、
中
学
校
・
小
学
校
の
保
護
者
、

地
域
の
皆
様
や
教
職
員
、
生
徒
が

参
加
し
て
の
意
見
交
換
を
重
ね
て

い
る
。
協
議
会
で
は
、
三
崎
地
区

で
め
ざ
す
子
ど
も
像
を「
ふ
る
さ
と

の
未
来
を
支
え
る
三
崎
っ
子
」と

し
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
が
目

標
を
共
有
し
て
、
学
校
と
保
護
者
・

地
域
の
連
携
・
協
働
の
体
制
を
基

に
、
役
割
分
担
に
よ
る
取
組
を
進

め
、
三
崎
町
の
み
な
さ
ん
と
一
体

と
な
っ
て「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
づ
く
り
」を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
導
入
に
向
け
て
、
各
学

校
の
校
長
・
教
頭
を
対
象
と
し
た
研

修
会
な
ど
を
開
催
し
た
り
、
校
長

会
な
ど
で
研
究
校
の
取
組
を
共
有

し
た
り
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
３
月
に
珠
洲

市
学
校
運
営
協
議
会
規
則
を
定
め
、

同
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
て
お

り
、
同
規
則
の
中
で
、
学
校
運
営

協
議
会
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
10

人
以
内
で
組
織
す
る
こ
と
と
し
、

地
域
住
民
の
代
表
、
保
護
者
の
代

表
、
公
民
館
長
、
対
象
学
校
の
校

長
お
よ
び
教
職
員
、
学
識
経
験
者
、

そ
の
他
、
教
育
委
員
会
が
適
当
と

認
め
る
者
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
各
学
校
に
お
い
て
、
令

和
４
年
度
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
向
け
て
、
地

域
の
皆
様
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆
様

が
参
加
す
る
準
備
会
を
開
催
し
て

お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

学
校
だ
よ
り
な
ど
を
通
し
て
保
護

者
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
研
修
会
を
開
催
し
、
保

護
者
の
方
へ
の
啓
発
も
進
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

な
お
、
緑
丘
中
学
校
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

校
区
の
小
学
校
で
の
設
置
を
受
け

て
か
ら
の
導
入
と
な
る
の
で
、
令

和
５
年
度
か
ら
を
予
定
し
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導

入
す
る
に
あ
た
り
、
三
崎
地
区
で

の
実
践
内
容
や
成
果
を
基
に
、
適

切
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
教
育
委

員
会
と
し
て
必
要
に
応
じ
て
指
導

助
言
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

次
に
、「
性
的
少
数
者
の
人
権
」

に
つ
い
て
石
川
県
で
は
、
平
成
27

年
に
石
川
県
人
権
教
育
・
啓
発
行

動
計
画
改
訂
版
を
策
定
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
、
配
慮
す
べ
き
人
権
問

題
へ
の
対
応
と
し
て「
性
的
少
数
者

の
人
権
」に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
石
川
県
教
育
委
員
会
に

よ
る
研
修
会
の
実
施
や
全
教
職
員

向
け
の「
人
権
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
」の
配
付
な
ど
に
よ
り
、
学
校
教

育
に
お
け
る
人
権
教
育
の
改
善
・
充

実
に
向
け
て
、
き
め
細
か
な
支
援

や
対
応
の
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

学
校
に
お
い
て
は
、
年
間
計
画

に
基
づ
い
て
人
権
教
育
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
今
月
４
日
か
ら
は
じ

ま
っ
た
人
権
週
間
で
は
、
人
権
意

識
を
育
み
、
高
め
る
特
色
あ
る
取

組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
道
徳
や
学

級
活
動
の
時
間
な
ど
で「
性
的
少
数

者
の
人
権
」を
学
習
し
て
い
る
学
校

も
あ
る
。

　

今
後
、
文
部
科
学
省
の
通
知
お

よ
び
石
川
県
教
育
委
員
会
の
方
針

な
ど
を
基
に
、
相
談
し
や
す
い
体

制
づ
く
り
や
医
療
機
関
な
ど
の
専

門
機
関
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に

行
う
か
な
ど
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
児
童
生
徒
お

よ
び
教
職
員
が
正
し
い
人
権
感
覚

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

校
則
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学

省
の
通
知
に
も
あ
る
よ
う
に
、
学

校
が
教
育
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
か
つ
合
理
的
な
範
囲
内
に

お
い
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

児
童
生
徒
が
心
身
の
発
達
の
過
程

に
あ
る
こ
と
や
、
学
校
が
集
団
生

活
の
場
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

学
校
に
は
一
定
の
き
ま
り
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
学
校
教
育
に
お

い
て
、
社
会
規
範
の
遵
守
に
つ
い

て
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
は
極

め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
校
則

は
教
育
的
意
義
を
有
し
て
い
る
と

捉
え
て
い
る
。

　

校
則
の
内
容
の
見
直
し
は
、
校

長
の
権
限
だ
が
、
各
学
校
に
お
い

て
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
か
ら
の

意
見
な
ど
を
聞
く
機
会
を
設
け
て

お
り
、
例
え
ば
、
中
学
校
に
お
い
て
、

生
徒
会
の
提
案
を
基
に
、
保
護
者

か
ら
の
意
見
も
聞
き
、
女
子
生
徒

の
髪
型
の
見
直
し
を
図
っ
た
事
例

も
あ
る
。
引
き
続
き
各
学
校
の
実

態
に
基
づ
い
て
、
適
宜
、
校
則
の

見
直
し
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
複
式
学
級
を
は
じ
め
、
市

内
の
小
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校

に
お
け
る
合
同
授
業
に
つ
い
て
、

学
習
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
合
同

授
業
は
、
市
内
８
校
に
お
い
て
、

国
語
や
算
数
、
学
級
活
動
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
、
学
習

の
進
度
や
授
業
時
間
を
学
校
間
で

調
整
し
な
が
ら
、
す
で
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。
市
内
の
学
校
同
士
を

は
じ
め
、
市
外
の
学
校
と
の
合
同

授
業
を
行
う
学
校
も
あ
る
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
イ
フ
ガ
オ
の
学
校
と
の
交
流
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
な
ど
、
合
同

学
習
は
、
児
童
生
徒
同
士
が
お
互

い
に
学
び
合
え
る
学
習
の
時
間
と

な
っ
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
一
人
１
台
の
学
習
用

パ
ソ
コ
ン
の
配
備
と
通
信
環
境
の

整
備
と
、
教
員
の
授
業
づ
く
り
に

よ
り
児
童
生
徒
の
学
び
は
大
き
く

変
化
し
て
き
て
い
る
。
今
年
度
も

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進

に
向
け
て
、
教
員
の
学
習
パ
ソ
コ

ン
の
活
用
技
能
の
向
上
の
た
め
の

研
修
を
実
施
し
た
り
、
ま
た
、
各
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学
校
で
の
授
業
実
践
を
集
め
た
事

例
集
を
作
成
し
て
、
先
生
方
に
ア

イ
デ
ィ
ア
を
共
有
し
て
、
授
業
実

践
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　
「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能

性
を
引
き
出
す
個
別
最
適
な
学
び

と
協
働
的
な
学
び
」の
実
現
に
向
け

て
、
合
同
授
業
の
取
組
な
ど
、
学

習
用
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
授
業

の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
引
き
続

き
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

次
に
、
今
後
の
教
育
情
勢
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
現
在
我
が
国

は
、
少
子
化
、
核
家
族
化
、
情
報

化
、
国
際
化
な
ど
、
経
済
社
会
の

急
激
な
変
化
を
受
け
て
、
人
々
の

価
値
観
や
生
活
様
式
が
多
様
化
す

る
と
と
も
に
、
人
間
関
係
や
地
域

に
お
け
る
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
や
家
庭
に
お
け
る
親
の
子
育
て

の
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

社
会
の
変
化
は
加
速
度
を
増
す
と

と
も
に
、
令
和
元
年
度
に
始
ま
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
本
当
に
先

行
き
が
複
雑
・
不
透
明
で
予
測
困

難
な
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
つ
、
ど
の

よ
う
な
時
代
に
お
い
て
も
、
こ
れ

か
ら
の
将
来
を
担
っ
て
い
く
の
は

子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。「
学
校
教
育
」

に
は
こ
う
し
た
将
来
を
担
う
子
ど

も
達
を
育
て
る
と
い
う
大
き
な
責

務
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
不
透
明
で
予
測
困

難
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
将
来
、

子
ど
も
た
ち
が
力
強
く
生
き
抜
く

た
め
に
、
さ
ら
な
る
学
校
教
育
の

充
実
を
図
り
、「
生
き
る
力
」の
３

つ
の
要
素
で
あ
る「
確
か
な
学
力
」

「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
身
体
」の

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
育
成
を
図
る
こ

と
が
最
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
」な
ど
に
よ
る「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
」、「
特
別
の
教
科 

道
徳
」や

「
食
育
」の
充
実
、
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
学
校
生
活
な
ど
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
相
談
や
支
援
体

制
の
更
な
る
充
実
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
い
じ
め
・
不
登
校
、
規
範

意
識
の
低
下
な
ど
、
複
雑
化
・
多
様

化
し
て
い
る
学
校
が
抱
え
る
教
育

の
今
日
的
課
題
は
学
校
だ
け
で
解

決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
家
庭

や
地
域
の
力
強
い
ご
支
援
・
ご
協

力
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
歩
む
べ
き
今
後
の
方
向
性

を
教
育
委
員
会
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、
明
確
に
示
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

珠
洲
の
か
け
が
え
の
な
い
子
ど

も
た
ち
を
珠
洲
の
地
域
で
責
任
を

持
っ
て
育
て
て
い
く
、
そ
う
い
う

強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
今
後
の
教

育
行
政
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ（
第
６
波
）へ
の

対
応
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
、
高
い
発
症
予
防

効
果
や
感
染
の
重
症
化
を
予
防
す

る
効
果
も
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
結
果
な
ど
か
ら

予
防
効
果
が
徐
々
に
低
下
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働

省
の
審
議
会
で
議
論
さ
れ
た
結
果
、

去
る
９
月
22
日
に
感
染
拡
大
防
止

お
よ
び
重
症
化
予
防
の
観
点
か
ら
、

２
回
目
の
接
種
完
了
か
ら
原
則
８

か
月
以
上
経
過
し
た
18
歳
以
上
の

希
望
す
る
す
べ
て
の
方
に
、
追
加

接
種
を
実
施
す
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
日
、
臨
時

国
会
が
開
会
さ
れ
た
が
、
岸
田
首

相
が
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
、

新
た
な
変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン
へ
の

対
応
も
含
め
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
２
回
目
と

の
間
隔
を
で
き
る
だ
け
前
倒
し
し

て
実
施
し
た
い
旨
、
発
言
し
た
こ

と
か
ら
、
今
後
、
国
の
動
向
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
国
の
方
針
が

明
確
に
な
っ
た
際
に
は
、
臨
機
応

変
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
現
時
点
に
お

い
て
、
８
か
月
の
間
隔
を
前
提
に
、

で
き
る
だ
け
前
倒
し
し
て
始
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
医
療
従
事
者

の
追
加
接
種
に
つ
い
て
は
、
来
年

１
月
13
日
か
ら
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
追
加
接

種
に
つ
い
て
は
、
来
年
１
月
24
日

か
ら
順
次
接
種
を
開
始
し
、
で
き

る
限
り
、
迅
速
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

遅
く
と
も
４
月
中
に
は
希
望
す
る

方
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完
了
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
し
、

社
会
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に

有
効
で
あ
り
、
今
後
も
市
民
の
皆

様
に
は
広
報
す
ず
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
な
ど
を
通
し
て
、
追
加
接
種

の
必
要
性
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
も
マ

ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
、
人
と
の

距
離
を
保
つ
こ
と
、
ま
た
、
密
集
・

密
閉
・
密
接
の
い
わ
ゆ
る
３
密
を

避
け
る
な
ど
、
新
し
い
生
活
様
式

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

来
年
度
運
行
予
定
の

市
内
無
償
バ
ス
に
つ
い
て
は

　

本
市
で
は
平
成
30
年
度
か
ら
市

内
バ
ス
路
線
の
無
償
化
を
見
据
え

た
公
共
交
通
の
再
編
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
新
た
な
運
行
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
た
め
、
バ
ス
車
両
の
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整
備
や
運
行
ル
ー
ト
、
ダ
イ
ヤ
設

定
の
た
め
の
運
行
実
験
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
本
年
６
月
に
は
、

今
後
の
市
内
バ
ス
路
線
の
運
行
を

担
う「
一
般
社
団
法
人
す
ず
バ
ス
」

を
設
立
す
る
な
ど
、
必
要
と
な
る

準
備
を
進
め
て
き
た
。

　

現
段
階
で
は
、
金
沢
・
珠
洲
間

を
往
復
す
る「
特
急
バ
ス
」や
珠
洲

市
と
能
登
町
を
結
ぶ「
転
換
バ
ス
」

以
外
の
市
内
バ
ス
路
線
に
お
い
て
、

令
和
４
年
３
月
28
日
か
ら
無
料
バ

ス
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
と
し
て

い
る
。

　

バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
バ
ス
を
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
方
に
混
乱
が
生
じ
な
い

よ
う
、
基
本
的
に
は
現
在
の
ル
ー

ト
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
運
行

ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限

り
、
現
在
の
運
行
本
数
を
確
保
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
内
バ
ス
路

線
の
無
償
化
を
含
む
公
共
交
通
の

再
編
に
つ
い
て
は
、
重
複
す
る
運

行
ル
ー
ト
の
解
消
と
効
率
化
に
よ

る
運
行
経
費
削
減
の
た
め
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
と
路
線
バ
ス
の
統
合
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
外
浦

地
区
に
お
い
て
は
、
一
部
乗
り
換

え
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
い

た
だ
く
皆
様
に
は
多
少
の
ご
不
便

を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
乗
り

継
ぎ
場
所
の
確
保
と
適
切
な
ダ
イ

ヤ
の
設
定
に
よ
り
、
可
能
な
限
り

利
便
性
を
維
持
出
来
る
よ
う
、
現

在
、
最
終
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　

な
お
、
珠
洲
市
と
能
登
町
を
結

ぶ「
転
換
バ
ス
」に
つ
い
て
は
、
今

後
も
北
鉄
奥
能
登
バ
ス
株
式
会
社

が
運
行
を
行
う
こ
と
か
ら
、
有
料

の
バ
ス
路
線
と
し
て
継
続
す
る
。

そ
の
た
め
、
現
在
、
日
常
的
に
こ

の
路
線
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
北
陸
鉄

道
株
式
会
社
が
発
行
し
て
い
る
満

70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
対
象
と
な

る「
シ
ル
バ
ー
定
期
券
」の
購
入

費
用
全
額
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ

り
、
実
質
無
料
の
支
援
と
な
る
よ

う
、
制
度
改
正
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

新
た
に
開
始
す
る
無
料
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
土
日
運
休
を
基
本
と

し
て
い
る
が
、
小
中
学
校
に
お
け

る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、

土
日
に
登
校
す
る
必
要
が
生
じ
た

際
に
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
臨
時

便
な
ど
の
対
応
を
行
う
こ
と
と
い

た
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
市
内
公
共
交
通
の
再
編

に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
運
行

日
数
の
削
減
や
運
行
ル
ー
ト
の
効

率
化
に
よ
り
生
じ
た
余
力
を
公
共

交
通
空
白
地
域
に
お
け
る
移
動
手

段
の
確
保
に
充
て
る
こ
と
に
よ
り
、

広
く
市
内
一
円
の
皆
様
に
利
用
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
、
そ
し
て

今
後
も
持
続
可
能
と
な
る
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。

　

現
在
、
運
行
さ
れ
て
い
る
国
道

や
県
道
と
い
っ
た
主
要
ル
ー
ト
の

他
、
現
在
バ
ス
が
運
行
し
て
い
な

い
公
共
交
通
空
白
地
域
に
お
い
て

も
、
令
和
２
年
度
に
運
行
実
験
を

実
施
し
た
地
域
を
基
本
と
し
て
、

週
に
１
～
２
回
程
度
で
は
あ
る
が
、

事
前
予
約
制
の
バ
ス
も
し
く
は
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

運
行
の
際
に
使
用
す
る
車
両
に

つ
い
て
は
、
公
共
交
通
空
白
地
域

専
用
の
車
両
で
は
な
く
、
主
要
ル
ー

ト
を
運
行
し
て
い
る
車
両
の
空
き

時
間
を
活
用
す
る
予
定
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
公
共
交
通
空
白
地
域

と
し
て
運
行
す
る
予
定
の
地
域
は
、

市
内
全
体
で
７
～
８
か
所
程
度
あ

る
こ
と
か
ら
、
運
行
す
る
時
間
帯

や
曜
日
に
は
制
約
を
受
け
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
あ
り
、
バ
ス
を
利

用
さ
れ
る
皆
様
の
要
望
す
べ
て
に

お
応
え
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
年
々
地
域
の
状
況
も

変
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
の
で
、
本
格
運
行
開
始
後
も
、

運
行
を
継
続
し
な
が
ら
地
域
の
実

情
や
ニ
ー
ズ
に
極
力
お
応
え
で
き

る
よ
う
、
運
行
日
や
ダ
イ
ヤ
、
ル
ー

ト
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
範
囲
で

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

新
た
な
運
行
シ
ス
テ
ム
へ
の
切

り
替
え
当
初
は
、
し
ば
ら
く
ご
不

便
に
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思

う
が
、
今
後
も
持
続
可
能
な
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
い
く

の
で
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

来
年
に
か
け
る
気
持
ち
に

つ
い
て
は

　

昨
年
の
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、

令
和
３
年
の
想
い
を「
光
」と
い
う

漢
字
で
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

お
陰
様
で
、
１
年
を
振
り
返
る
と
、

能
越
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
株
式
会
社

と
連
携
し
、
珠
洲
市
全
域
で
光
フ
ァ

イ
バ
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
、
６
月
に
は
東
証
一
部
上
場
企

業
の
ア
ス
テ
ナ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社
が
本
社
機
能
の
一
部

を
本
市
に
移
転
さ
れ
た
。
ま
た
、「
奥

能
登
国
際
芸
術
祭
２
０
２
０
＋
」

も
、
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、「
ス
ズ
・
シ
ア
タ
ー
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム『
光
の
方
舟
』」と
い
う
新

た
な
財
産
も
生
み
出
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
本
市
の
今
年
度
上
半
期
の

人
口
動
態
で
は
、
転
入
者
数
が
転

出
者
数
を
上
回
る
転
入
超
過
と
な

り
、
ま
さ
に
、
今
年
は
、
珠
洲
市

の
未
来
に「
光
」を
見
出
す
こ
と
が

で
き
た
１
年
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
は
、
今
後
の
珠
洲
市

に
と
っ
て
、
大
き
な
転
換
点
を
迎

え
る
年
と
な
る
と
考
え
て
お
り
、

来
年
の
想
い
を
漢
字
一
文
字
に
す

る
と
、
起
き
る
、「
起き

」と
い
う
漢

字
で
表
し
た
い
と
思
う
。
こ
の
文

字
は「
始
ま
る
」と
い
う
意
味
の
ほ

か
、「
生
ず
る
」、「
盛
ん
に
な
る
」

と
い
う
意
味
も
あ
る
。

　

来
年
は
、
本
市
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
の
起
点
の
年
と
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
や
、

「
ス
ズ
・
シ
ア
タ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」を
常
設
の
歴
史
民
俗
博
物
館
と

し
て
起
動
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ら
に

新
た
な
動
き
を
生
み
出
し
、
持
続

可
能
な
珠
洲
市
に
向
け
て
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

◎可決された市長提出議案
■予算（令和３年度一般会計補正予算）
　子育て世帯への臨時特別給付金事業費
として 6,068 万 5 千円を増額し、累計で
132 億 5,375 万 2 千円になりました。
➡事業の詳細は、本紙 10 ページをご覧く
ださい
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1 　珠洲市は平成 30 年度から市内バス路線の無償化を見据えた公共交通の再編に取り組ん
でおり、これまで、バス車両の整備や運行ルート、ダイヤ設定のための運行実験を実施
してきました。
　現時点では、金沢・珠洲間を往復する「特急バス」や珠洲市と能登町を結ぶ「転換バス」
以外の市内バス路線において、令和３年度末から無料バスの運行をスタートする予定と
しています。

３月 28 日（月）から

■問い合わせ　企画財政課内　☎８２（７７１６）

■運行開始予定日　令和 4 年 3 月 28 日（月）～
■利用料　無料
■運行日　月曜日～金曜日（土・日・年末年始は運休）

■運行事業者について　
　これまで「北鉄奥能登バス株式会社」が運行してい
た路線バスが廃止となり、「一般社団法人すずバス」
が市営バスを運行します。（※特急バスと転換バス
を除く）

路線バスを無償化します

▲使用する車両の一例

■転換バス利用者の方へ　
　満 70 歳以上の方を対象に、「シルバー
定期券」（北鉄奥能登バス株式会社発行）
の購入費用の全額を補助し、実質無料と
する予定です。　

●
珠洲鉢ケ崎

金沢へ 宇出津・穴水へ

運行ルートや運行ダイヤなどは、広報すずやホームペー
ジなどで、随時お知らせします。

■無料とならない路線について　
　引き続き「北鉄奥能登バス」が運行する特
急バスと転換バス（宇出津珠洲線・穴水珠洲
線）は有料となります。


